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市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　議会だよりは、議会活動が簡潔に分かる身近な情報誌と認識しており、必ず読んでいます。

　2021年もコロナ禍により行動規制が実施され、各種行事が中止となるなど、厳しい１年であっ

たと感じております。そんな中、隣接する２つの町で発生した不正入札の報道は、市民の行政に

対する信用を失墜させるものと感じるとともに、本市ではこれを「他山の石」として、「安心、信頼、

親しまれる」行政遂行を願うところです。

　議会には、「至誠」を持って議会機能を充分に発揮されることを期待しております。松田 栄樹さん
地区／西南湖
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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

２月25日 　　  本会議（初日）

28日～３月４日　 委員会

３月 ８日～ ９日　　  代表・一般質問

10日～17日　     委員会

23日　　　 　     本会議（最終日）

第1回定例会の会期予定

●第4回定例会の傍聴者数：29人
※報道関係者9人は除く

　１月９日、第 74 回全日本高校選手権（春高バレー）決勝戦が東京体
育館で開催され、男子で 20 年連続出場の日本航空は、熊本の鎮西を
セットカウント３対２の逆転勝ちで、県勢初の優勝を飾りました。
　「最後まで諦めない。」「自分たちのバレーを信じて戦う。」をモッ
トーに優勝できたことは、日頃のたゆまぬ練習に励んだ結晶である
と賞賛いたします。新年から明るいニュースに元気と感動をいただ
き幸せを感じました。
　私たちの生活は、この２年間、コロナ禍に振り回され、生活を制
限されてきました。また今年になって、オミクロン株の感染が驚異
的に広がっています。第３回目のワクチン接種も始まっていますが、
引き続き感染予防に心掛けていきましょう。

編 集 後 記

委員長／北村 千代子　副委員長／松野 昇平
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭、
　　　　河野 木綿子、小林 敏徳

議会だより
編集委員会

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300字以内にまとめてください。】 テーマは、南アルプスユネスコエコパークに

ちなんだ市内の自然風景です。市街地や山岳地域など、
これはというものをぜひご投稿ください！

提 出 先

市民から ひ・と・こ・と 募集中

〒400-0395 南アルプス市小笠原376
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 
FAX：055-282-6459

表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！
『議会だより』の表紙写真を募集しています

https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.htmlhttps://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.html
※応募条件や提出方法は市ホームページをご覧ください。

詳しくは
webで

　一人ひとりの想いや願いが重なり社会はできていて、子育て、教育、福祉、文化、歴史、景観

など視点はさまざまな中、幸せや豊かさを求め人は生きています。目の前の事に一生懸命であっ

たり「自分の思うことは大したことない」という思いや「みんなができているから頑張らなきゃ」

と一人で抱え込むこともある現実です。

　先日、子育てや教育に関心があり、議会の傍聴に伺いました。市民の声が届けられ、話し合わ

れる様子を見ることができました。人の想いや声は大切で諦めることなく、ないことにせず分かち

合われることが人を大切にし、幸せや豊かさを感じる生きやすいまちづくりにつながると思いました。

人の持つ可能性を信じて、自分事とし参画していく大切さをあらためて感じています。
河口 緩美さん
地区／あやめが丘

P02　第４回定例会（12月）の概要

P04　議決結果

P05　特集 議会改革

P06　常任委員会委員長報告

P07　予算特別委員会レポート

P08　代表質問 ５議員

P13　一般質問 ８議員

P17　政務活動報告

P19　意見書／議会活動

P20　市民からひとこと／編集後記

シリーズ「南アルプスユネスコエコパーク」　＃5  身近に感じる大自然～馬とともに～ 【撮影：土舘 綾さん】

第
４
回
定
例
会
【
12
月
】
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議
会
改
革
vol.
2
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反

　
　対

賛

　
　成

議案第107号　南アルプス市職員給与条例の一部改正について（期末手当の減額）

私は賛成！私は反対！‒議員はこう考える‒ 討論

　正規職員で平均５万４千円、会計年度任用職員で
平均２万６千円の削減となる。保育所は保育士不足
で正規職員も会計年度任用職員も大変だ。全職員が
新型コロナワクチン接種を支えてきた。期末手当は
削減すべきではない。

　山梨県人事委員会は期末手当の引き下げを勧告し
た。コロナウイルス感染拡大状況により、多くの企
業が給与引き下げ・ボーナスカットという状況が続
く中、地方公務員法の原則にかんがみ引き下げを行
うのはやむを得ざる措置と考える。

ＧＤＰは
マイナス成長に転じた
戸栗 淳 議員

賃上げ目指す政府方針
にも逆行
名取 泰 議員

第４回定例会で決まった注目事業ピックアップピックアップ

市の職員・特別職・議員等の期末手当等を減額　　　　　　　　　   減額分は基金へ

第４回定例会（12月）の概要 補
正
予
算
額 

約
16
億
８
千
万
円

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

コ
ロ
ナ
関
連
多
数

　
令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
が
11
月
26
日
か
ら
12
月
17
日
ま

で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
、
条
例
案
13
件
、
予
算
案
８
件
、
計
画
策
定

案
１
件
、ほ
か
８
件
合
わ
せ
て
30
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
補
正
額
を
16
億
７
６
７
４
万

８
千
円（
69
事
業
）と
し
、
予
算
総
額
を
３
３
４
億
３
４
０
３
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
３
回
目
の
接
種
体
制
確
保
に
か
か
る
経
費
（
１
億
５

１
４
５
万
円
）
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の
臨
時
特
別
給
付
金
（
11
億
６
６
０

４
万
５
千
円
）
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芦
安
地
区
の
持
続
的
な
発
展
を
目
的
に
「
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
が

決
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き

５
万
円
の
現
金
と
５
万
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
支

給
す
る
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
の
方
針
転

換
に
伴
っ
て
、
現
金
10
万
円
の
一
括
支
給
が
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
本
市
で
は
一
括
支
給
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

代
表
・
一
般
質
問

※

Ｐ
８
〜
16
に
掲
載

12
月
８
日
と
９
日
に
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
今
定
例
会
で
は
、
13
名
の
議
員
が
市
政
一
般
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
提
案
受
付
開
始
、
選
定
へ

　
市
長
の
所
信
表
明
の
中
で
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

新
産
業
拠
点
整
備
事
業（
旧
完
熟
農
園
跡
地
の
整
備
）

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
10
月
か
ら
参

入
企
業
の
公
募
手
続
き
を
開
始
し
、
内
覧
説
明
会

に
20
を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
た
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
令
和
４
年
１
月
か
ら
は
事
業
提
案
の
受

付
が
始
ま
り
、
３
月
に
は
審
査
を
経
て
、
候
補
企

業
が
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
参
入
企
業
の
決
定
は
、
令
和
４
年
４
月

以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
に
つ
い

て
も
、
地
権
者
の
方
々
等
の
意
向
の
把
握
に
努
め
、

将
来
を
見
据
え
た
土
地
活
用
の
実
現
に
向
け
調
査

研
究
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
１
人
に
つ
き

現
金
10
万
円
一
括
支
給
を

決
め
る

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

旧
完
熟
農
園
跡
地

　旧
完
熟
農
園
は
、
平
成
27
年
に
オ
ー

プ
ン
し
、
翌
年
１
月
に
閉
園
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
検
討
委
員
会
等
を
経
て
、
民
間
の
活

力
に
よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
と
し
、

優
良
企
業
誘
致
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
参
入
企
業
を
募
集
し
、
企
業
選
定
に

向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　市の一般職員の給与改定は、人事院や山梨県人事委員会の給与勧
告等に準拠して行っているため、令和３年の勧告等にかんがみ、期
末手当を0.15月分引き下げました。なお、特別職（市長など）と議員
の期末手当についても、一般職員に準じて引き下げました。
　また、減額した総額は、約4,500万円となり、財政調整基金へ積み
立てられました。

減額した期末手当の平均額
一般職員 ５４,３６８円

２６,６１７円

１０６,６８０円

６３,６５５円

会計年度任用職員

特別職

議　員

約1億5,150万円 2,510万円

新型コロナウイルスワクチンを２回接種した方を対
象に３回目の接種を実施する。接種に係る予約受付
や接種会場の人員配置などの体制を整備。３回目の
ワクチン接種は、令和４年１月から順次実施する。

若者世帯の定住促進を目的に、夫婦の合計年齢が
70 歳以下の世帯を対象に、住宅と土地を購入時に
奨励金を支給している。今回は申請数増加による
追加補正。奨励金は20万～50万円。

約1,580万円

アメリカ産のスモモの輸入解禁に伴い、日本一の
スモモの産地として、競争力のある高品質なスモ
モを安定的に生産する取り組みに対して補助金を
交付する。

基金3,500万円

旧過疎法、および過疎計画が終了したことにより、
新たに過疎地域持続的発展計画を策定。計画に基
づき芦安地区の発展を推進する。また、芦安地区
の活性化に活用するための基金を積み立てる。

日本一のスモモの
産地を守るための
取り組みに補助金

過疎計画を策定し、
基金へ積み立て

若い夫婦対象
土地と住宅購入時に
奨励金

ワクチン３回目の
接種を実施

総額4,500万円
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正
予
算
額 

約
16
億
８
千
万
円

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど

コ
ロ
ナ
関
連
多
数

　
令
和
３
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回
定
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会
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26
日
か
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月
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日
ま
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間
の
会
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催
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長
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３
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億
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４
０
３
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
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１
４
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万
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す
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長
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の
中
で
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点
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事
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地
の
整
備
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進
捗
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３
年
10
月
か
ら
参

入
企
業
の
公
募
手
続
き
を
開
始
し
、
内
覧
説
明
会

に
20
を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
た
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
令
和
４
年
１
月
か
ら
は
事
業
提
案
の
受

付
が
始
ま
り
、
３
月
に
は
審
査
を
経
て
、
候
補
企

業
が
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
参
入
企
業
の
決
定
は
、
令
和
４
年
４
月

以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
に
つ
い

て
も
、
地
権
者
の
方
々
等
の
意
向
の
把
握
に
努
め
、

将
来
を
見
据
え
た
土
地
活
用
の
実
現
に
向
け
調
査

研
究
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
１
人
に
つ
き

現
金
10
万
円
一
括
支
給
を

決
め
る

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

旧
完
熟
農
園
跡
地

　旧
完
熟
農
園
は
、
平
成
27
年
に
オ
ー

プ
ン
し
、
翌
年
１
月
に
閉
園
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
検
討
委
員
会
等
を
経
て
、
民
間
の
活

力
に
よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
と
し
、

優
良
企
業
誘
致
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
参
入
企
業
を
募
集
し
、
企
業
選
定
に

向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　市の一般職員の給与改定は、人事院や山梨県人事委員会の給与勧
告等に準拠して行っているため、令和３年の勧告等にかんがみ、期
末手当を0.15月分引き下げました。なお、特別職（市長など）と議員
の期末手当についても、一般職員に準じて引き下げました。
　また、減額した総額は、約4,500万円となり、財政調整基金へ積み
立てられました。

減額した期末手当の平均額
一般職員 ５４,３６８円

２６,６１７円

１０６,６８０円

６３,６５５円

会計年度任用職員

特別職

議　員

約1億5,150万円 2,510万円

新型コロナウイルスワクチンを２回接種した方を対
象に３回目の接種を実施する。接種に係る予約受付
や接種会場の人員配置などの体制を整備。３回目の
ワクチン接種は、令和４年１月から順次実施する。

若者世帯の定住促進を目的に、夫婦の合計年齢が
70 歳以下の世帯を対象に、住宅と土地を購入時に
奨励金を支給している。今回は申請数増加による
追加補正。奨励金は20万～50万円。

約1,580万円

アメリカ産のスモモの輸入解禁に伴い、日本一の
スモモの産地として、競争力のある高品質なスモ
モを安定的に生産する取り組みに対して補助金を
交付する。

基金3,500万円

旧過疎法、および過疎計画が終了したことにより、
新たに過疎地域持続的発展計画を策定。計画に基
づき芦安地区の発展を推進する。また、芦安地区
の活性化に活用するための基金を積み立てる。

日本一のスモモの
産地を守るための
取り組みに補助金

過疎計画を策定し、
基金へ積み立て

若い夫婦対象
土地と住宅購入時に
奨励金

ワクチン３回目の
接種を実施

総額4,500万円
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令和３年 第４回定例会 審議した議案とその結果
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○：賛成
×：反対
欠：欠席飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

議案85 可決いじめ防止連携会議等設置条例

議案88 国民健康保険条例

議案87 国民健康保険税条例

議案86 過疎対策のための固定資産税の免除に関する条例
及び過疎地域自立促進基金条例

可決

条例の一部改正

条例の制定

議員提出議案

議案113 可決介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案111 国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案112 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案97 下水道事業会計補正予算（第２号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案96 土地取得造成事業特別会計補正予算（第３号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案114 一般会計補正予算（第８号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案110 一般会計補正予算（第７号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案95 一般会計補正予算（第６号） 可決

指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案105 南アルプスクラインガルテン 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案104 アヤメの里活性化施設・ほたるみ館 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案103 甲西保健福祉センター 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案102 櫛形社会福祉会館 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案101 白根げんき館 可決

その他

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○請願3－4

加配定数の振り替えによらない
小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を
図るための請願書

採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案106 市道路線の認定 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南ア議4 議会委員会条例の一部改正 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案100 財産の取得 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案99 財産の取得 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案98 過疎地域持続的発展計画の策定 可決

議案89 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例

議案90 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例

可決

議案91 可決福祉センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案92 山梨県北岳山荘の管理に関する条例

議案93 公営企業の設置等に関する条例

議案94 水道給水条例

議案107 職員給与条例

議案108 市長等の給与等に関する条例

議案109 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南ア議3
加配定数の振り替えによらない
小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を
図るための意見書

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ×

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会
南アルプス市

改革特 集 vol.02

　市議会では、昨年の６月に議会改革検討委員会を立ち上げ、これまで以上に市民の皆さんの声を市政に届けられる

ように、また、開かれた議会を目指して検討を重ねています。今回は特集の第２弾として、これまでの取り組み状況を

お知らせします。

■市民アンケート ➡ 昨年実施 只今検証中

■会議録 ➡ 検索システムを導入し、全年度整備

■動画配信 ➡ YouTubeで配信中 さらに充実を
　※市ＨＰの市議会のページから閲覧できます

■市民との意見交換会
　➡ 方法を見直し来年度実施へ
■主権者教育 ➡ 学校と共に取り組むべく検討中

■市民からの意見要望
　➡ インターネットの活用方法を模索中

■議会だより ➡ 市民に読まれる紙面を目指し
　　　　　　　 リニューアルに向け検証中

■行政評価 ■政策提言 ■議員間討議 ■質問 の
４項目を挙げ、まず行政評価（事務事業評価）から、
実施に向けた具体的な検討（先進地の視察、法令
の研究等）を行っています。

１班の
取り組み

２班の
取り組み

議会の見える化 ＆ 
市民の声を市政に反映

テーマ 監視機能の強化 ＆
政策提言

テーマ

先進議会を視察 10月18日 － 議会改革先進地の茨城県守谷市議会に学ぶ －

　守谷市議会が行っている「議会による事業評価」について、オンラ
インで研修会を実施し、守谷市議会からは、議長をはじめ５名が参
加し、説明をしていただきました。この事業評価は、市が執行した事
務事業の成果について、議会が事業評価し、審査結果を次年度の予
算編成に生かすためのものです。

オンライン開催

会議録検索システム 合併以後の全年度整備完了
議会の
見える化！

　平成15年の合併以後の全ての定例会、および臨時会の会議録が検索システムで検索・

閲覧できます。会議録検索システムでは、キーワードや期間、発言者などから検索でき、ヒットした会議録が

表示され閲覧できます。

市議会からお知らせ

検索システムはこちらから http://www.kensakusystem.jp/minami-alps/index.html

　議会だより74号にてアンケートを実施した結果、市民の皆さまから440件以上のご回答をいただきました。お寄せ

いただきましたご意見等は、今後の議会改革のための貴重なデータとして活用してまいります。なお、アンケート結果

については、次号にてご報告いたします。

市議会に関する市民アンケートにご協力いただき、ありがとうございました

市ＨＰからも検索できます
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○：賛成
×：反対
欠：欠席飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

議案85 可決いじめ防止連携会議等設置条例

議案88 国民健康保険条例

議案87 国民健康保険税条例

議案86 過疎対策のための固定資産税の免除に関する条例
及び過疎地域自立促進基金条例

可決

条例の一部改正

条例の制定

議員提出議案

議案113 可決介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案111 国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案112 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案97 下水道事業会計補正予算（第２号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案96 土地取得造成事業特別会計補正予算（第３号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案114 一般会計補正予算（第８号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案110 一般会計補正予算（第７号） 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案95 一般会計補正予算（第６号） 可決

指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案105 南アルプスクラインガルテン 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案104 アヤメの里活性化施設・ほたるみ館 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案103 甲西保健福祉センター 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案102 櫛形社会福祉会館 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案101 白根げんき館 可決

その他

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○請願3－4

加配定数の振り替えによらない
小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を
図るための請願書

採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案106 市道路線の認定 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南ア議4 議会委員会条例の一部改正 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案100 財産の取得 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案99 財産の取得 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議案98 過疎地域持続的発展計画の策定 可決

議案89 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例

議案90 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例

可決

議案91 可決福祉センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案92 山梨県北岳山荘の管理に関する条例

議案93 公営企業の設置等に関する条例

議案94 水道給水条例

議案107 職員給与条例

議案108 市長等の給与等に関する条例

議案109 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南ア議3
加配定数の振り替えによらない
小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を
図るための意見書

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ×

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会
南アルプス市

改革特 集 vol.02

　市議会では、昨年の６月に議会改革検討委員会を立ち上げ、これまで以上に市民の皆さんの声を市政に届けられる

ように、また、開かれた議会を目指して検討を重ねています。今回は特集の第２弾として、これまでの取り組み状況を

お知らせします。

■市民アンケート ➡ 昨年実施 只今検証中

■会議録 ➡ 検索システムを導入し、全年度整備

■動画配信 ➡ YouTubeで配信中 さらに充実を
　※市ＨＰの市議会のページから閲覧できます

■市民との意見交換会
　➡ 方法を見直し来年度実施へ
■主権者教育 ➡ 学校と共に取り組むべく検討中

■市民からの意見要望
　➡ インターネットの活用方法を模索中

■議会だより ➡ 市民に読まれる紙面を目指し
　　　　　　　 リニューアルに向け検証中

■行政評価 ■政策提言 ■議員間討議 ■質問 の
４項目を挙げ、まず行政評価（事務事業評価）から、
実施に向けた具体的な検討（先進地の視察、法令
の研究等）を行っています。

１班の
取り組み

２班の
取り組み

議会の見える化 ＆ 
市民の声を市政に反映

テーマ 監視機能の強化 ＆
政策提言

テーマ

先進議会を視察 10月18日 － 議会改革先進地の茨城県守谷市議会に学ぶ －

　守谷市議会が行っている「議会による事業評価」について、オンラ
インで研修会を実施し、守谷市議会からは、議長をはじめ５名が参
加し、説明をしていただきました。この事業評価は、市が執行した事
務事業の成果について、議会が事業評価し、審査結果を次年度の予
算編成に生かすためのものです。

オンライン開催

会議録検索システム 合併以後の全年度整備完了
議会の
見える化！

　平成15年の合併以後の全ての定例会、および臨時会の会議録が検索システムで検索・

閲覧できます。会議録検索システムでは、キーワードや期間、発言者などから検索でき、ヒットした会議録が

表示され閲覧できます。

市議会からお知らせ

検索システムはこちらから http://www.kensakusystem.jp/minami-alps/index.html

　議会だより74号にてアンケートを実施した結果、市民の皆さまから440件以上のご回答をいただきました。お寄せ

いただきましたご意見等は、今後の議会改革のための貴重なデータとして活用してまいります。なお、アンケート結果

については、次号にてご報告いたします。

市議会に関する市民アンケートにご協力いただき、ありがとうございました

市ＨＰからも検索できます

南アルプス市議会だより No.75  ｜  0405  ｜  南アルプス市議会だより No.75



12
月
議
会

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員

会
で
は
、
条
例
案
な
ど
予
算
以
外

の
案
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

●
過
疎
対
策
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の

　
免
除
に
関
す
る
条
例

課
税
免
除
の
対
象
業
種
に
、
飲
食

業
や
観
光
施
設
が
含
ま
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
市
独
自
に
条
例
に
含
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Q
過
疎
地
域
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
、

若
年
者
の
流
出
と
い
う
課
題
を
踏

ま
え
、
製
造
業
や
旅
館
業
等
の
設
備
投
資
を

促
進
し
、
産
業
の
振
興
を
図
り
、
過
疎
地
域

の
雇
用
機
会
の
創
出
、
人
口
流
出
の
抑
制
と

人
口
流
入
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。
今
回
の
改
正
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
的
に
沿
っ
た
事
業
と
し
て
、
旧
法
で
対
象

と
な
っ
て
い
た
製
造
業
、
旅
館
業
、
農
林
水

産
物
等
販
売
業
に
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
加

A

産
業
土
木
常
任
委
員
会

現
地
調
査

●
財
産
の
取
得

　
工
業
団
地
の
拡
張
用
地
取
得
の
案
件

に
つ
い
て
、
下
今
諏
訪
Ａ
工
業
団
地
と

御
勅
使
南
工
業
団
地
の
現
地
を
調
査
し

ま
し
た
。

●
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

産
業
振
興
す
べ
き
業
種
と
し
て
、

飲
食
業
や
観
光
施
設
等
の
記
載
が

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Q
条
例
で
は
、
市
独
自
に
飲
食
業
や

観
光
施
設
等
を
課
税
免
除
の
対
象

に
で
き
な
い
の
で
、
計
画
に
お
い
て
も
記
載

で
き
な
い
。
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、 「
ペ
ン

シ
ョ
ン
等
」、 「
空
き
家
の
事
業
所
と
し
て
の

活
用
な
ど
」
に
含
む
と
い
う
理
解
の
中
で
事

業
を
展
開
す
る
。

A
芦
安
地
区
の
人
口
は
、
令
和
26
年

に
は
57
人
に
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に

相
当
な
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

Q
相
当
な
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
計

画
に
沿
っ
て
芦
安
地
区
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

A

●
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら
な

　
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実
施
、
中

　
学
校
で
の
35
人
学
級
の
実
施
、
教

　
職
員
定
数
改
善
、
及
び
義
務
教
育

　
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た

　
め
の
請
願
書

加
配
定
数
を
振
り
替
え
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
支
障
が
生
じ
る
の
か
。

Q ●
い
じ
め
防
止
連
携
会
議
等
設
置

　
条
例
の
制
定

現
在
、
い
じ
め
防
止
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
条
例

制
定
後
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

Q
現
在
は
、
市
と
各
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
定
め
て
い
る
い
じ
め
防
止
方
針

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
条

例
に
よ
り
、
い
じ
め
に
関
し
て
多
様
な
事
案

が
発
生
し
た
場
合
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

A
い
じ
め
重
大
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
重
大
事

態
発
生
か
ら
設
置
ま
で
の
期
間
は
。

Q
調
査
等
を
行
う
な
ど
、
学
校
内
に

お
け
る
準
備
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
学
校
規
模
に
も
よ
る
の
で
、
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
な
る
べ
く
早
く
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A

え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市
独
自
の
条
例

は
考
え
て
い
な
い
。

加
配
は
、
学
校
の
特
殊
性
に
応
じ

た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
も
の

な
の
で
、
そ
の
た
め
に
配
置
さ
れ
た
先
生
が

減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
不
安

が
あ
る
の
で
、
少
人
数
学
級
は
、
加
配
を
守

り
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

A

況
で
、
十
分
、
事
業
者
支
援
と
い
う
目
的
を

果
た
し
た
か
。

だ
と
思
う
が
。

今
回
の
人
件
費
が
減
額
に
な
っ
た

分
を
、
何
か
の
事
業
に
充
て
る
と

い
う
制
度
設
計
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、

経
済
対
策
等
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、当
然
、

財
政
調
整
基
金
を
崩
す
こ
と
に
な
る
。

煙をほとんど出さずに
剪定枝を炭素化できる

無煙炭化機
JAでは農家へ貸し出す予定

予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

　
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
12
月

13
日
に
補
正
予
算
を
議
長
を
除
く
全
議

員
21
人
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
初
日
の
補
正
予
算

上
程
後
、
14
日
目
と
22
日
目
（
最
終
日
）

に
も
追
加
で
補
正
予
算
の
上
程
が
あ
り

ま
し
た
。
最
終
日
の
上
程
分
は
、
委
員

会
付
託
を
省
略
し
、
本
会
議
の
み
で
審

議
・
採
決
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は

委
員
会
付
託
さ
れ
、
当
委
員
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
、
４
特
別
会
計
と
１
企
業

会
計
で
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
農

業
団
体
を
対
象
と
し
た
補
助
金
の

内
容
は
。

Q
Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
に
、
無
煙
炭
化

機
32
台
。
そ
の
ほ
か
１
事
業
者
へ
電

動
剪
定
ば
さ
み
４
台
と
剪
定
枝
処
理
機
１
台

で
あ
る
。

A ●
南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
も
聞
く
が
、

予
算
が
不
足
し
た
要
因
は
。

Q
令
和
２
年
度
は
、
不
用
額
が
た
く
さ

ん
出
た
が
、
今
年
度
は
受
診
者
が
増

え
、
２
年
前
よ
り
医
療
費
が
増
え
て
い
る
。

A ●
子
ど
も
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

　
助
成
事
業

今
回
は
最
初
の
５
万
円
の
現
金
給

付
に
関
し
て
の
補
正
で
あ
る
が
、

本
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
現
金
10
万
円
を

一
括
支
給
も
可
能
と
い
う
内
容
に
変
更
さ
れ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
と
し
て
の
見

通
し
は
。

Q
首
相
の
発
言
の
中
に
、
10
万
円
一
括

支
給
も
可
能
と
す
る
よ
う
な
発
言
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
る
。
ま
だ
実
務
的
に
国
、

県
等
か
ら
通
知
等
が
届
い
て
い
な
い
が
、
内

容
等
を
把
握
し
、
検
討
す
る
。

A ●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

　
金
支
給
事
業

A

目
的
を
十
分
に
果
た
し
た
と
考
え

て
い
る
。

A

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
移
送
支
援
事
業

こ
の
事
業
は
、
運
輸
関
係
の
事
業

者
へ
の
支
援
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
っ
た
が
、
２
回
目
の
運
輸
宿
泊
業
者
へ
の

支
援
策
の
実
施
に
当
た
り
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
は
、
こ
の
事
業
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

予
算
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
実
施
状

Q

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
減
額
分

の
約
４
５
０
０
万
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
を
す
る
が
、
こ
れ
は
、
今

年
度
の
中
で
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
が
必
要

Q

主
な
質
疑
の

要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
で
利
用
者
の
意
向
を

伺
っ
て
い
る
。
今
後
、
制
度
内
容

の
検
討
・
拡
充
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A ●
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業

夫
婦
の
合
計
年
齢
70
歳
以
下
が
対

象
に
な
る
が
、
晩
婚
化
が
進
ん
で

お
り
、
年
齢
を
検
討
す
る
考
え
は
。

Q
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
市
民
の

意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
と
、
市
環

境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
ご
み
減
量
を
広
報
等
で
特
集
し
、
生
ご

み
処
理
機
の
補
助
金
を
紹
介
し
た
。

A ●
生
ご
み
処
理
機
導
入
促
進
事
業

申
請
が
増
え
た
理
由
は
。

Q

　
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
12
月
17
日
（
最
終
日
）
に
追
加

補
正
が
あ
り
、
10
万
円
を
現
金
一
括
支

給
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

審
査
結
果

過疎地域に指定されている
芦安地区

若者世帯定住支援奨励金の推移
（年度ごと）
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12
月
議
会

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員

会
で
は
、
条
例
案
な
ど
予
算
以
外

の
案
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

●
過
疎
対
策
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の

　
免
除
に
関
す
る
条
例

課
税
免
除
の
対
象
業
種
に
、
飲
食

業
や
観
光
施
設
が
含
ま
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
市
独
自
に
条
例
に
含
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Q
過
疎
地
域
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
、

若
年
者
の
流
出
と
い
う
課
題
を
踏

ま
え
、
製
造
業
や
旅
館
業
等
の
設
備
投
資
を

促
進
し
、
産
業
の
振
興
を
図
り
、
過
疎
地
域

の
雇
用
機
会
の
創
出
、
人
口
流
出
の
抑
制
と

人
口
流
入
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。
今
回
の
改
正
は
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
的
に
沿
っ
た
事
業
と
し
て
、
旧
法
で
対
象

と
な
っ
て
い
た
製
造
業
、
旅
館
業
、
農
林
水

産
物
等
販
売
業
に
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
加

A

産
業
土
木
常
任
委
員
会

現
地
調
査

●
財
産
の
取
得

　
工
業
団
地
の
拡
張
用
地
取
得
の
案
件

に
つ
い
て
、
下
今
諏
訪
Ａ
工
業
団
地
と

御
勅
使
南
工
業
団
地
の
現
地
を
調
査
し

ま
し
た
。

●
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

産
業
振
興
す
べ
き
業
種
と
し
て
、

飲
食
業
や
観
光
施
設
等
の
記
載
が

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Q
条
例
で
は
、
市
独
自
に
飲
食
業
や

観
光
施
設
等
を
課
税
免
除
の
対
象

に
で
き
な
い
の
で
、
計
画
に
お
い
て
も
記
載

で
き
な
い
。
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、 「
ペ
ン

シ
ョ
ン
等
」、 「
空
き
家
の
事
業
所
と
し
て
の

活
用
な
ど
」
に
含
む
と
い
う
理
解
の
中
で
事

業
を
展
開
す
る
。

A
芦
安
地
区
の
人
口
は
、
令
和
26
年

に
は
57
人
に
減
少
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に

相
当
な
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

Q
相
当
な
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
計

画
に
沿
っ
て
芦
安
地
区
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

A

●
加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら
な

　
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実
施
、
中

　
学
校
で
の
35
人
学
級
の
実
施
、
教

　
職
員
定
数
改
善
、
及
び
義
務
教
育

　
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た

　
め
の
請
願
書

加
配
定
数
を
振
り
替
え
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
支
障
が
生
じ
る
の
か
。

Q ●
い
じ
め
防
止
連
携
会
議
等
設
置

　
条
例
の
制
定

現
在
、
い
じ
め
防
止
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
条
例

制
定
後
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

Q
現
在
は
、
市
と
各
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
定
め
て
い
る
い
じ
め
防
止
方
針

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後
は
条

例
に
よ
り
、
い
じ
め
に
関
し
て
多
様
な
事
案

が
発
生
し
た
場
合
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

A
い
じ
め
重
大
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
重
大
事

態
発
生
か
ら
設
置
ま
で
の
期
間
は
。

Q
調
査
等
を
行
う
な
ど
、
学
校
内
に

お
け
る
準
備
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
学
校
規
模
に
も
よ
る
の
で
、
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
な
る
べ
く
早
く
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

A

え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
市
独
自
の
条
例

は
考
え
て
い
な
い
。

加
配
は
、
学
校
の
特
殊
性
に
応
じ

た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
も
の

な
の
で
、
そ
の
た
め
に
配
置
さ
れ
た
先
生
が

減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
不
安

が
あ
る
の
で
、
少
人
数
学
級
は
、
加
配
を
守

り
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

A

況
で
、
十
分
、
事
業
者
支
援
と
い
う
目
的
を

果
た
し
た
か
。

だ
と
思
う
が
。

今
回
の
人
件
費
が
減
額
に
な
っ
た

分
を
、
何
か
の
事
業
に
充
て
る
と

い
う
制
度
設
計
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、

経
済
対
策
等
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、当
然
、

財
政
調
整
基
金
を
崩
す
こ
と
に
な
る
。

煙をほとんど出さずに
剪定枝を炭素化できる

無煙炭化機
JAでは農家へ貸し出す予定

予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

　
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
12
月

13
日
に
補
正
予
算
を
議
長
を
除
く
全
議

員
21
人
で
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
初
日
の
補
正
予
算

上
程
後
、
14
日
目
と
22
日
目
（
最
終
日
）

に
も
追
加
で
補
正
予
算
の
上
程
が
あ
り

ま
し
た
。
最
終
日
の
上
程
分
は
、
委
員

会
付
託
を
省
略
し
、
本
会
議
の
み
で
審

議
・
採
決
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は

委
員
会
付
託
さ
れ
、
当
委
員
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
、
４
特
別
会
計
と
１
企
業

会
計
で
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
農

業
団
体
を
対
象
と
し
た
補
助
金
の

内
容
は
。

Q
Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
に
、
無
煙
炭
化

機
32
台
。
そ
の
ほ
か
１
事
業
者
へ
電

動
剪
定
ば
さ
み
４
台
と
剪
定
枝
処
理
機
１
台

で
あ
る
。

A ●
南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
も
聞
く
が
、

予
算
が
不
足
し
た
要
因
は
。

Q
令
和
２
年
度
は
、
不
用
額
が
た
く
さ

ん
出
た
が
、
今
年
度
は
受
診
者
が
増

え
、
２
年
前
よ
り
医
療
費
が
増
え
て
い
る
。

A ●
子
ど
も
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

　
助
成
事
業

今
回
は
最
初
の
５
万
円
の
現
金
給

付
に
関
し
て
の
補
正
で
あ
る
が
、

本
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
現
金
10
万
円
を

一
括
支
給
も
可
能
と
い
う
内
容
に
変
更
さ
れ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
と
し
て
の
見

通
し
は
。

Q
首
相
の
発
言
の
中
に
、
10
万
円
一
括

支
給
も
可
能
と
す
る
よ
う
な
発
言
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
る
。
ま
だ
実
務
的
に
国
、

県
等
か
ら
通
知
等
が
届
い
て
い
な
い
が
、
内

容
等
を
把
握
し
、
検
討
す
る
。

A ●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

　
金
支
給
事
業

A

目
的
を
十
分
に
果
た
し
た
と
考
え

て
い
る
。

A

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
移
送
支
援
事
業

こ
の
事
業
は
、
運
輸
関
係
の
事
業

者
へ
の
支
援
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
っ
た
が
、
２
回
目
の
運
輸
宿
泊
業
者
へ
の

支
援
策
の
実
施
に
当
た
り
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
は
、
こ
の
事
業
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

予
算
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
実
施
状

Q

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
減
額
分

の
約
４
５
０
０
万
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
を
す
る
が
、
こ
れ
は
、
今

年
度
の
中
で
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
が
必
要

Q

主
な
質
疑
の

要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
で
利
用
者
の
意
向
を

伺
っ
て
い
る
。
今
後
、
制
度
内
容

の
検
討
・
拡
充
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A ●
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業

夫
婦
の
合
計
年
齢
70
歳
以
下
が
対

象
に
な
る
が
、
晩
婚
化
が
進
ん
で

お
り
、
年
齢
を
検
討
す
る
考
え
は
。

Q
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
市
民
の

意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
と
、
市
環

境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
ご
み
減
量
を
広
報
等
で
特
集
し
、
生
ご

み
処
理
機
の
補
助
金
を
紹
介
し
た
。

A ●
生
ご
み
処
理
機
導
入
促
進
事
業

申
請
が
増
え
た
理
由
は
。

Q

　
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
に
つ
い

て
は
、
12
月
17
日
（
最
終
日
）
に
追
加

補
正
が
あ
り
、
10
万
円
を
現
金
一
括
支

給
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
全
て
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

審
査
結
果

過疎地域に指定されている
芦安地区
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（年度ごと）
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市政のここを聞く！代 表 質 問 代表質問の映像をご視聴いただけます。

生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
第
25
条

の
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
生
活

保
護
を
受
け
る
こ
と
は
国
民
の
権
利
で
あ

る
。

　
申
請
者
に
必
要
な
保
護
を
実
施
し
、
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
援
助
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。 A

生
活
保
護
申
請
者
の
親
族
に
対
し
、

生
活
の
援
助
が
可
能
か
ど
う
か
問

い
合
わ
せ
る
扶
養
照
会
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
な
認
識
で
対
応
し
て
い
る
か
。

Q
生
活
保
護
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見

を
解
き
、
困
っ
た
人
が
た
め
ら
わ

ず
に
申
請
で
き
る
よ
う
に
、
周
知
方
法
を
充

実
す
べ
き
で
は
。

Q
本
市
で
は
、
従
前
か
ら
国
の
「
生

活
保
護
問
答
集
」
に
基
づ
き
、
金

銭
面
の
ほ
か
、
精
神
的
な
扶
養
を
含
め
、
扶

養
義
務
が
期
待
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合

の
照
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

A

討
議
の
焦
点

生
活
困
窮
者
が
声
を
上
げ
づ
ら
い

面
も
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
制
度
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
周
知

方
法
の
改
善
を
積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
。

A

本
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
企

業
の
正
当
な
利
益
に
直
結
す
る
情

報
で
あ
り
、
相
互
の
信
頼
関
係
と
守
秘
義

務
の
下
、
契
約
相
手
と
協
議
し
、
締
結
す

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
契
約
前
の
開
示
は

で
き
な
い
。

A

教
育
振
興
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
る

「
学
校
教
育
の
充
実
」
で
は
、
学
び

の
質
を
上
げ
る
授
業
づ
く
り
や
教
育
施
設
の

整
備
を
、「
郷
土
の
歴
史
・
伝
統
文
化
の
振
興
」

で
は
、「
ふ
る
さ
と
◯
◯
博
物
館
」
な
ど
の

教
育
普
及
事
業
を
、「
生
涯
学
習
環
境
の
整

備
・
充
実
」
で
は
、
市
民
の
自
主
活
動
へ
の

支
援
な
ど
地
域
を
知
る
学
習
や
体
験
活
動
な

ど
、
目
標
を
概
ね
達
成
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

学
力
意
欲
の
向
上
、
い
じ
め
、
学
校
へ
行

け
な
い
・
行
か
な
い
子
ど
も
の
増
加
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
学
校
教
育
現
場
に
お
い

て
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
教
育
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
今
後
も
課
題
解
決
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
計
画
の
進

捗
管
理
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
事
業
を
振

り
返
り
評
価
し
、
報
告
書
は
議
会
へ
も
提

出
し
て
い
る
。
評
価
方
法
は
、
自
己
評
価

が
主
で
あ
る
が
、
目
標
数
値
を
定
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
も
行
っ
て
い
る
。

A

次
期
振
興
プ
ラ
ン
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
身
の
可
能
性
に
挑
戦
す

る
た
め
に
必
要
な
力
を
確
実
に
育
て
る
教
育

を
推
進
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
基
本
的

な
知
識
や
技
能
の
習
得
や
思
考
力
な
ど
を
養

う
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
な

が
ら
、
家
庭
学
習
な
ど
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
自
ら

の
将
来
の
目
標
に
向
け
て
、
小
学
校
で
は
、

「
地
域
探
索
学
習
」
を
通
し
て
職
業
調
べ
を
、

中
学
校
で
は
、「
職
場
体
験
」
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
自
分
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。新
た
な
教
育
振
興
プ
ラ
ン
は
、

学
識
経
験
者
・
現
役
や
Ｏ
Ｂ
の
校
長
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
策
定
作
業
中
で

あ
る
。新
た
な
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
て
、

A

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
、
新
た
な
「
教
育
振

興
プ
ラ
ン
」
に
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い

く
の
か
。

Q

討
議
の
焦
点

最
初
か
ら
契
約
書
の
案
を
公
表
し
、

そ
れ
に
堂
々
と
サ
イ
ン
で
き
る
よ

う
な
企
業
や
事
業
者
を
募
集
し
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
。

Q
本
市
が
求
め
て
い
る
募
集
要
項
に

則
っ
て
、
本
市
の
地
域
活
性
化
に

な
る
事
業
者
を
精
査
し
、
選
定
し
て
い
く
。

A
本
市
で
は
、
工
事
や
委
託
案
件
に

つ
い
て
は
、
予
定
価
格
を
事
前
公

表
と
し
、
入
札
参
加
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
み
で
構
成
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス

市
建
設
工
事
等
指
名
選
考
委
員
会
」に
よ
り
、

案
件
ご
と
に
入
札
形
態
や
参
加
条
件
を
協
議

す
る
中
で
、
業
者
選
考
を
し
て
お
り
、
市
長

が
指
示
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

A
学
校
に
行
け
な
い
・
行
か
な
い
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
に
向
け

て
、
社
会
的
理
解
の
向
上
に
向
け
て
の
取
り

組
み
は
。

Q
学
校
に
行
け
な
い
・
行
か
な
い
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を
支
え
、
現

状
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
社
会
が
全
体
の
課
題
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
地
域
の
理
解
を
得
る

た
め
の
取
り
組
み
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
現

在
「
子
ど
も
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
」
と
題
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
、
こ
れ
を
各
家

庭
に
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
自
治
会
へ
の
回
覧
な
ど
で
地
域
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
。

　
今
後
も
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実
と
福
祉

総
合
相
談
課
や
子
育
て
支
援
課
と
連
携
を
継

続
し
な
が
ら
、
不
安
が
解
消
で
き
る
対
策
に

つ
い
て
発
信
す
る
。
ま
た
、
今
後
は
地
域
の

人
た
ち
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
教
育

委
員
会
と
し
て
、
誰
で
も
相
談
に
の
れ
る
体

制
を
設
け
、
サ
ロ
ン
等
の
開
催
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

A
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市が目指す教育理念の実現は
 ➡ 目標は概ね達成していると考えるが
　  学習意欲の向上、いじめ、学校へ行けない・行かない
　  子どもたちの増加など課題もある。

南　風
藤田 亜由未 議員

南　風
藤田 亜由未 議員

生活保護の相談対応、運用、周知のより充実を
 ➡ 生活保護は憲法 25 条に基づく国民の当然の権利として
　  活用していただきたい。

本市では官製談合が疑われる状況はないか
 ➡ 入札の指名選考委員会は職員のみで構成。
　  市長が指示をすることはない。
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主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
、
そ
し
て
考

え
る
力
を
求
め
る
内
容
を
入
れ
て
い
く
。
ま

た
、
教
育
機
会
確
保
法
を
踏
ま
え
て
、
学
校

へ
行
け
な
い
・
行
か
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

対
応
に
つ
い
て
も
取
り
入
れ
る
。

　
当
事
者
の
声
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
中
で
、
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

▶
現
在
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
は
、
令
和
４
年
度
に
向
け
て

　改
定
予
定

市
は
生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
ち
、

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

Q
生活保護

「
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
の
５
年

間
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

Q
教育理念

現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産

業
拠
点
整
備
事
業
の
公
募
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
参
入
事
業
者
と
取
り

交
わ
す
と
し
て
い
る
事
業
用
定
期
借
地

権
設
定
契
約
は
、
契
約
前
に
議
会
に
開

Q
新産業拠点整備

示
し
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

県
内
の
現
職
の
町
長
２
人
が
逮

捕
さ
れ
た
官
製
談
合
事
件
が
衝

撃
を
与
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
官
製

談
合
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
入
札
の
状
況

は
な
か
っ
た
か
。

Q
入札制度
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生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
第
25
条

の
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
生
活

保
護
を
受
け
る
こ
と
は
国
民
の
権
利
で
あ

る
。

　
申
請
者
に
必
要
な
保
護
を
実
施
し
、
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
援
助
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。 A

生
活
保
護
申
請
者
の
親
族
に
対
し
、

生
活
の
援
助
が
可
能
か
ど
う
か
問

い
合
わ
せ
る
扶
養
照
会
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
な
認
識
で
対
応
し
て
い
る
か
。

Q
生
活
保
護
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見

を
解
き
、
困
っ
た
人
が
た
め
ら
わ

ず
に
申
請
で
き
る
よ
う
に
、
周
知
方
法
を
充

実
す
べ
き
で
は
。

Q
本
市
で
は
、
従
前
か
ら
国
の
「
生

活
保
護
問
答
集
」
に
基
づ
き
、
金

銭
面
の
ほ
か
、
精
神
的
な
扶
養
を
含
め
、
扶

養
義
務
が
期
待
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場
合

の
照
会
は
実
施
し
て
い
な
い
。

A

討
議
の
焦
点

生
活
困
窮
者
が
声
を
上
げ
づ
ら
い

面
も
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
制
度
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
周
知

方
法
の
改
善
を
積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
。

A

本
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
企

業
の
正
当
な
利
益
に
直
結
す
る
情

報
で
あ
り
、
相
互
の
信
頼
関
係
と
守
秘
義

務
の
下
、
契
約
相
手
と
協
議
し
、
締
結
す

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
契
約
前
の
開
示
は

で
き
な
い
。

A

教
育
振
興
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
る

「
学
校
教
育
の
充
実
」
で
は
、
学
び

の
質
を
上
げ
る
授
業
づ
く
り
や
教
育
施
設
の

整
備
を
、「
郷
土
の
歴
史
・
伝
統
文
化
の
振
興
」

で
は
、「
ふ
る
さ
と
◯
◯
博
物
館
」
な
ど
の

教
育
普
及
事
業
を
、「
生
涯
学
習
環
境
の
整

備
・
充
実
」
で
は
、
市
民
の
自
主
活
動
へ
の

支
援
な
ど
地
域
を
知
る
学
習
や
体
験
活
動
な

ど
、
目
標
を
概
ね
達
成
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

学
力
意
欲
の
向
上
、
い
じ
め
、
学
校
へ
行

け
な
い
・
行
か
な
い
子
ど
も
の
増
加
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
学
校
教
育
現
場
に
お
い

て
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
教
育
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
今
後
も
課
題
解
決
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
計
画
の
進

捗
管
理
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
事
業
を
振

り
返
り
評
価
し
、
報
告
書
は
議
会
へ
も
提

出
し
て
い
る
。
評
価
方
法
は
、
自
己
評
価

が
主
で
あ
る
が
、
目
標
数
値
を
定
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
も
行
っ
て
い
る
。

A

次
期
振
興
プ
ラ
ン
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
身
の
可
能
性
に
挑
戦
す

る
た
め
に
必
要
な
力
を
確
実
に
育
て
る
教
育

を
推
進
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
基
本
的

な
知
識
や
技
能
の
習
得
や
思
考
力
な
ど
を
養

う
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
な

が
ら
、
家
庭
学
習
な
ど
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
自
ら

の
将
来
の
目
標
に
向
け
て
、
小
学
校
で
は
、

「
地
域
探
索
学
習
」
を
通
し
て
職
業
調
べ
を
、

中
学
校
で
は
、「
職
場
体
験
」
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
自
分
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
。新
た
な
教
育
振
興
プ
ラ
ン
は
、

学
識
経
験
者
・
現
役
や
Ｏ
Ｂ
の
校
長
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
策
定
作
業
中
で

あ
る
。新
た
な
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
て
、

A

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
、
新
た
な
「
教
育
振

興
プ
ラ
ン
」
に
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い

く
の
か
。

Q

討
議
の
焦
点

最
初
か
ら
契
約
書
の
案
を
公
表
し
、

そ
れ
に
堂
々
と
サ
イ
ン
で
き
る
よ

う
な
企
業
や
事
業
者
を
募
集
し
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
。

Q
本
市
が
求
め
て
い
る
募
集
要
項
に

則
っ
て
、
本
市
の
地
域
活
性
化
に

な
る
事
業
者
を
精
査
し
、
選
定
し
て
い
く
。

A
本
市
で
は
、
工
事
や
委
託
案
件
に

つ
い
て
は
、
予
定
価
格
を
事
前
公

表
と
し
、
入
札
参
加
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
み
で
構
成
す
る
「
南
ア
ル
プ
ス

市
建
設
工
事
等
指
名
選
考
委
員
会
」に
よ
り
、

案
件
ご
と
に
入
札
形
態
や
参
加
条
件
を
協
議

す
る
中
で
、
業
者
選
考
を
し
て
お
り
、
市
長

が
指
示
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

A
学
校
に
行
け
な
い
・
行
か
な
い
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
に
向
け

て
、
社
会
的
理
解
の
向
上
に
向
け
て
の
取
り

組
み
は
。

Q
学
校
に
行
け
な
い
・
行
か
な
い
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を
支
え
、
現

状
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
社
会
が
全
体
の
課
題
と
し
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
地
域
の
理
解
を
得
る

た
め
の
取
り
組
み
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
現

在
「
子
ど
も
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
」
と
題
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
、
こ
れ
を
各
家

庭
に
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
自
治
会
へ
の
回
覧
な
ど
で
地
域
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
。

　
今
後
も
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実
と
福
祉

総
合
相
談
課
や
子
育
て
支
援
課
と
連
携
を
継

続
し
な
が
ら
、
不
安
が
解
消
で
き
る
対
策
に

つ
い
て
発
信
す
る
。
ま
た
、
今
後
は
地
域
の

人
た
ち
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
な
教
育

委
員
会
と
し
て
、
誰
で
も
相
談
に
の
れ
る
体

制
を
設
け
、
サ
ロ
ン
等
の
開
催
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

A

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

市が目指す教育理念の実現は
 ➡ 目標は概ね達成していると考えるが
　  学習意欲の向上、いじめ、学校へ行けない・行かない
　  子どもたちの増加など課題もある。

南　風
藤田 亜由未 議員

南　風
藤田 亜由未 議員

生活保護の相談対応、運用、周知のより充実を
 ➡ 生活保護は憲法 25 条に基づく国民の当然の権利として
　  活用していただきたい。

本市では官製談合が疑われる状況はないか
 ➡ 入札の指名選考委員会は職員のみで構成。
　  市長が指示をすることはない。
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南アルプス市の生活保護の状況
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主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
、
そ
し
て
考

え
る
力
を
求
め
る
内
容
を
入
れ
て
い
く
。
ま

た
、
教
育
機
会
確
保
法
を
踏
ま
え
て
、
学
校

へ
行
け
な
い
・
行
か
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

対
応
に
つ
い
て
も
取
り
入
れ
る
。

　
当
事
者
の
声
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
中
で
、
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

▶
現
在
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
は
、
令
和
４
年
度
に
向
け
て

　改
定
予
定

市
は
生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
ち
、

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

Q
生活保護

「
教
育
振
興
プ
ラ
ン
」
の
５
年

間
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

Q
教育理念

現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産

業
拠
点
整
備
事
業
の
公
募
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
参
入
事
業
者
と
取
り

交
わ
す
と
し
て
い
る
事
業
用
定
期
借
地

権
設
定
契
約
は
、
契
約
前
に
議
会
に
開

Q
新産業拠点整備

示
し
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

県
内
の
現
職
の
町
長
２
人
が
逮

捕
さ
れ
た
官
製
談
合
事
件
が
衝

撃
を
与
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
官
製

談
合
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
入
札
の
状
況

は
な
か
っ
た
か
。

Q
入札制度

南アルプス市議会だより No.75  ｜  0809  ｜  南アルプス市議会だより No.75
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平
成
29
年
度
以
前
は
、
一
般
競
争

入
札
が
１
割
以
下
だ
っ
た
が
、
令

和
元
年
度
以
降
は
、
一
般
競
争
入
札
が
４
割

以
上
で
推
移
し
て
い
る
。

A
入
札
に
つ
い
て
本
市
で
は
、
予
定

価
格
を
事
前
公
表
し
て
い
る
が
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、
事
後

公
表
も
視
野
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

Q
金
丸
市
長
は
、
市
川
三
郷
町
や
富

士
川
町
の
よ
う
に
、
首
長
自
ら
が

入
札
等
に
お
い
て
談
合
を
誘
導
し
た
り
、
ま

た
、不
正
行
為
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。

Q
談
合
や
不
正
防
止
の
た
め
、
入
札

監
視
委
員
会
の
設
置
や
指
名
選
考

Q
本
市
で
は
、
入
札
に
お
い
て
は
透

明
性
の
確
保
や
不
正
行
為
の
防
止

等
の
観
点
か
ら
、
今
後
も
事
前
公
表
を
継
続

し
て
い
く
方
針
だ
が
、
事
前
公
表
の
弊
害
が

生
じ
た
ら
、
速
や
か
に
事
後
公
表
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
私
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
切

関
わ
っ
て
い
な
い
し
、
今
後
も
関

わ
る
つ
も
り
は
な
い
。

A

討
議
の
焦
点

本
市
に
お
い
て
は
、
監
査
委
員
制

度
を
活
用
し
て
入
札
・
契
約
の
過

程
や
内
容
の
透
明
性
を
確
保
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
現
在
は
、
入
札
監
視
委
員
会

の
設
置
は
必
要
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
名
選
考
委
員
会
の
外
部
有
識
者

の
登
用
に
つ
い
て
は
、
現
実
的
に
迅
速
な

対
応
が
と
れ
な
い
等
の
課
題
も
多
く
あ
り
、

先
進
事
例
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

A
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
要
綱
等

に
基
づ
い
て
、
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
部
署
ご
と
に
相
談
員
を
設
置
し
、

相
談
し
や
す
い
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

A
防
止
対
策
と
し
て
は
、
先
ず
は
、

全
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
を
充

実
さ
せ
た
り
、
日
常
の
職
場
内
で
の
意
識

の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
、
衛
生
委
員
会
も
含
め
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
を
示
す

と
同
時
に
、
市
役
所
内
全
部
署
の

実
態
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

Q

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
移
住
に
つ
い
て
は
、「
自
然

豊
か
な
生
活
環
境
」
を
柱
と
し
、
若
者
・

子
育
て
世
代
、
シ
ニ
ア
世
代
、
地
域
貢
献

希
望
者
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
移
住
に

関
す
る
必
要
な
情
報
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
移
住
ト
ラ
イ
ア

ル
プ
ラ
ン
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
備

す
る
中
で
、
移
住
定
住
の
促
進
を
目
指
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
観
光
に
お
い
て
は
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
で
あ
る
自
然
の
恵
み

を
生
か
し
、
通
年
型
の
果
物
狩
り
を
目
指

す
「
フ
ル
ー
ツ
観
光
」
と
、
登
山
の
み
な

ら
ず
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
の
受
け
入
れ

を
目
指
す
「
山
岳
観
光
」
を
大
き
な
柱
と
し
、

こ
の
地
域
で
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い
自

然
体
験
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
導
入
な

ど
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
る
施
策
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
観
光
素
材
と

組
み
合
わ
せ
た
市
内
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
設
定
す
る
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

を
図
り
、
集
客
と
消
費
の
拡
大
を
目
指
す

こ
と
を
戦
略
と
し
て
い
る
。

　
情
報
発
信
に
お
い
て
は
、
近
年
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
情
報
入
手
の
主
な

A

討
議
の
焦
点

根
本
的
な
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
策
と
し
て
、
職
員
同
士
の
信

頼
関
係
や
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
醸
成

し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
起
き
に
く
い
職
場
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
企
業
で
採
用
さ
れ
て
い

る
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
や
特
に
、
リ
ー
ダ
ー
以
上
の
職
員

に
こ
の
研
修
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
。

Q
ご
提
案
の
あ
っ
た
サ
ー
バ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
含
め
て
、
本

市
に
合
っ
た
各
種
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
手
法
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

A
本
市
は
、
単
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
だ
け
で
な
く
、
住
民
税
均
等
割

り
だ
け
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
等
も
視
野

に
、
生
活
困
窮
者
の
実
態
を
調
査
し
、
実
態

に
即
し
た
支
援
を
検
討
し
、実
施
し
て
い
く
。

A

市長として入札等で談合を誘導したり
不正行為はないか
 ➡ 私は、そのようなことに一切関わっていないし
　  関わるつもりはない。

コロナ禍での生活困窮者へ経済的支援が
必要だと思うが
 ➡ 住民税非課税世帯だけではなく、生活困窮者の実態に
　  即した支援をしていく。

シティプロモーション戦略においての
情報発信は
 ➡ ウェブサイトや SNS の活用に加え
　  市民参加型のシティプロモーションを推進。

空き家対策について具体策を示せ
 ➡ 空き家バンクの活用、移住・定住の促進等
　  地域全体での取り組みが必要。

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

公明党
小池 伸吾 議員

公明党
小池 伸吾 議員

委
員
会
に
、
第
３
者
を
入
れ
る
こ
と
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

空
き
家
発
生
の
抑
制
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
本
市
宅
建
協
力
会

に
よ
る
空
家
等
管
理
業
務
や
市
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
つ

い
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周

知
し
て
き
た
。

　
空
き
家
等
に
起
因
す
る
諸
問
題
と
、
そ

の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
地
域
全
体
で
共

有
し
、
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
空
き
家
対

策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

A
空
き
家
発
生
の
抑
制
に
は
、
市
民

へ
の
啓
発
活
動
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
の
方
策
は
あ
る
の
か
。

Q

まず相手に奉仕し、
その後相手を導く

支援型のリーダーシップ

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
困
窮
者
へ

の
経
済
的
支
援
を
積
極
的
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Q
生活困窮

平
成
30
年
10
月
に
一
般
競
争
入

札
の
金
額
要
件
を
３
千
万
円
か

ら
１
千
万
円
に
下
げ
た
結
果
、
指
名
競

争
入
札
と
の
割
合
は
、
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
か
。

Q
入札制度

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
何
を
売
り
に
す
る
の

か
。
ま
た
、
情
報
発
信
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

Q
シティプロモーション

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生

し
た
場
合
の
相
談
体
制
や
そ
の

後
の
処
理
の
取
り
組
み
は
。

Q
ハラスメント

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
１
４
９
件
の
登
録
が
あ
り
、
う
ち

１
０
５
件
が
成
約
し
て
い
る
。
成
約
者
の
内

訳
は
、
県
外
が
28
件
、
市
外
が
35
件
、
市
内

が
42
件
で
あ
り
、
約
６
割
が
県
外
、
市
外
の

方
々
と
な
っ
て
お
り
、
移
住
・
定
住
の
促
進

に
効
果
的
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
は
、
売
却
希
望
物

件
が
８
件
、
賃
貸
希
望
物
件
が
２
件
の
計
10

件
で
あ
り
、
問
合
せ
の
多
く
は
賃
貸
希
望
で

あ
る
た
め
、
賃
貸
物
件
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
家
住
宅
等
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

A
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
と

課
題
は
。

Q
空き家対策

▲空き家バンクに登録中の売却物件
詳細を市ホームページで閲覧できる▶

媒
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
住
と

観
光
に
関
わ
る
専
用
サ
イ
ト
の
構
築
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
分
か
り
や
す

く
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
を
整
備
し
、
情

報
発
信
の
充
実
、
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
新
し
い
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
市
の

魅
力
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ま
に
、
ま
ち
の
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
く
市
民
参
加
型
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

対
応
し
た
物
件
の
登
録
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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市政のここを聞く！代 表 質 問 代表質問の映像をご視聴いただけます。

平
成
29
年
度
以
前
は
、
一
般
競
争

入
札
が
１
割
以
下
だ
っ
た
が
、
令

和
元
年
度
以
降
は
、
一
般
競
争
入
札
が
４
割

以
上
で
推
移
し
て
い
る
。

A
入
札
に
つ
い
て
本
市
で
は
、
予
定

価
格
を
事
前
公
表
し
て
い
る
が
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
証
し
、
事
後

公
表
も
視
野
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

Q
金
丸
市
長
は
、
市
川
三
郷
町
や
富

士
川
町
の
よ
う
に
、
首
長
自
ら
が

入
札
等
に
お
い
て
談
合
を
誘
導
し
た
り
、
ま

た
、不
正
行
為
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。

Q
談
合
や
不
正
防
止
の
た
め
、
入
札

監
視
委
員
会
の
設
置
や
指
名
選
考

Q
本
市
で
は
、
入
札
に
お
い
て
は
透

明
性
の
確
保
や
不
正
行
為
の
防
止

等
の
観
点
か
ら
、
今
後
も
事
前
公
表
を
継
続

し
て
い
く
方
針
だ
が
、
事
前
公
表
の
弊
害
が

生
じ
た
ら
、
速
や
か
に
事
後
公
表
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
私
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
一
切

関
わ
っ
て
い
な
い
し
、
今
後
も
関

わ
る
つ
も
り
は
な
い
。

A

討
議
の
焦
点

本
市
に
お
い
て
は
、
監
査
委
員
制

度
を
活
用
し
て
入
札
・
契
約
の
過

程
や
内
容
の
透
明
性
を
確
保
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
現
在
は
、
入
札
監
視
委
員
会

の
設
置
は
必
要
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
名
選
考
委
員
会
の
外
部
有
識
者

の
登
用
に
つ
い
て
は
、
現
実
的
に
迅
速
な

対
応
が
と
れ
な
い
等
の
課
題
も
多
く
あ
り
、

先
進
事
例
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

A
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
要
綱
等

に
基
づ
い
て
、
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
部
署
ご
と
に
相
談
員
を
設
置
し
、

相
談
し
や
す
い
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

A
防
止
対
策
と
し
て
は
、
先
ず
は
、

全
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
を
充

実
さ
せ
た
り
、
日
常
の
職
場
内
で
の
意
識

の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。
実
態
調
査
に
つ

い
て
は
、
衛
生
委
員
会
も
含
め
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
を
示
す

と
同
時
に
、
市
役
所
内
全
部
署
の

実
態
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

Q

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
移
住
に
つ
い
て
は
、「
自
然

豊
か
な
生
活
環
境
」
を
柱
と
し
、
若
者
・

子
育
て
世
代
、
シ
ニ
ア
世
代
、
地
域
貢
献

希
望
者
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
移
住
に

関
す
る
必
要
な
情
報
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
移
住
ト
ラ
イ
ア

ル
プ
ラ
ン
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
備

す
る
中
で
、
移
住
定
住
の
促
進
を
目
指
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
観
光
に
お
い
て
は
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
で
あ
る
自
然
の
恵
み

を
生
か
し
、
通
年
型
の
果
物
狩
り
を
目
指

す
「
フ
ル
ー
ツ
観
光
」
と
、
登
山
の
み
な

ら
ず
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
の
受
け
入
れ

を
目
指
す
「
山
岳
観
光
」
を
大
き
な
柱
と
し
、

こ
の
地
域
で
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い
自

然
体
験
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
導
入
な

ど
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
る
施
策
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
観
光
素
材
と

組
み
合
わ
せ
た
市
内
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
設
定
す
る
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

を
図
り
、
集
客
と
消
費
の
拡
大
を
目
指
す

こ
と
を
戦
略
と
し
て
い
る
。

　
情
報
発
信
に
お
い
て
は
、
近
年
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
情
報
入
手
の
主
な

A

討
議
の
焦
点

根
本
的
な
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
策
と
し
て
、
職
員
同
士
の
信

頼
関
係
や
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
醸
成

し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
起
き
に
く
い
職
場
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
企
業
で
採
用
さ
れ
て
い

る
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
や
特
に
、
リ
ー
ダ
ー
以
上
の
職
員

に
こ
の
研
修
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
。

Q
ご
提
案
の
あ
っ
た
サ
ー
バ
ン
ト

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
含
め
て
、
本

市
に
合
っ
た
各
種
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
手
法
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

A
本
市
は
、
単
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
だ
け
で
な
く
、
住
民
税
均
等
割

り
だ
け
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
等
も
視
野

に
、
生
活
困
窮
者
の
実
態
を
調
査
し
、
実
態

に
即
し
た
支
援
を
検
討
し
、実
施
し
て
い
く
。

A

市長として入札等で談合を誘導したり
不正行為はないか
 ➡ 私は、そのようなことに一切関わっていないし
　  関わるつもりはない。

コロナ禍での生活困窮者へ経済的支援が
必要だと思うが
 ➡ 住民税非課税世帯だけではなく、生活困窮者の実態に
　  即した支援をしていく。

シティプロモーション戦略においての
情報発信は
 ➡ ウェブサイトや SNS の活用に加え
　  市民参加型のシティプロモーションを推進。

空き家対策について具体策を示せ
 ➡ 空き家バンクの活用、移住・定住の促進等
　  地域全体での取り組みが必要。

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

公明党
小池 伸吾 議員

公明党
小池 伸吾 議員

委
員
会
に
、
第
３
者
を
入
れ
る
こ
と
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

空
き
家
発
生
の
抑
制
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
本
市
宅
建
協
力
会

に
よ
る
空
家
等
管
理
業
務
や
市
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
つ

い
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周

知
し
て
き
た
。

　
空
き
家
等
に
起
因
す
る
諸
問
題
と
、
そ

の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
地
域
全
体
で
共

有
し
、
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
空
き
家
対

策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

A
空
き
家
発
生
の
抑
制
に
は
、
市
民

へ
の
啓
発
活
動
が
重
要
と
考
え
る

が
、
市
の
方
策
は
あ
る
の
か
。

Q

まず相手に奉仕し、
その後相手を導く

支援型のリーダーシップ

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
困
窮
者
へ

の
経
済
的
支
援
を
積
極
的
に
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Q
生活困窮

平
成
30
年
10
月
に
一
般
競
争
入

札
の
金
額
要
件
を
３
千
万
円
か

ら
１
千
万
円
に
下
げ
た
結
果
、
指
名
競

争
入
札
と
の
割
合
は
、
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
た
か
。

Q
入札制度

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
何
を
売
り
に
す
る
の

か
。
ま
た
、
情
報
発
信
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

Q
シティプロモーション

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生

し
た
場
合
の
相
談
体
制
や
そ
の

後
の
処
理
の
取
り
組
み
は
。

Q
ハラスメント

平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
１
４
９
件
の
登
録
が
あ
り
、
う
ち

１
０
５
件
が
成
約
し
て
い
る
。
成
約
者
の
内

訳
は
、
県
外
が
28
件
、
市
外
が
35
件
、
市
内

が
42
件
で
あ
り
、
約
６
割
が
県
外
、
市
外
の

方
々
と
な
っ
て
お
り
、
移
住
・
定
住
の
促
進

に
効
果
的
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
は
、
売
却
希
望
物

件
が
８
件
、
賃
貸
希
望
物
件
が
２
件
の
計
10

件
で
あ
り
、
問
合
せ
の
多
く
は
賃
貸
希
望
で

あ
る
た
め
、
賃
貸
物
件
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
家
住
宅
等
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

A
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
状
況
と

課
題
は
。

Q
空き家対策

▲空き家バンクに登録中の売却物件
詳細を市ホームページで閲覧できる▶

媒
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
移
住
と

観
光
に
関
わ
る
専
用
サ
イ
ト
の
構
築
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
分
か
り
や
す

く
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
を
整
備
し
、
情

報
発
信
の
充
実
、
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
新
し
い
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
市
の

魅
力
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ま
に
、
ま
ち
の
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
く
市
民
参
加
型
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

対
応
し
た
物
件
の
登
録
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
運
行
上
の
騒
音

対
策
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
に
対

し
、
地
上
区
間
全
線
へ
の
防
音
防
災
フ
ー
ド

の
設
置
を
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、
釜
無
川
付
近
、
お
よ

び
甲
西
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
を
技
術

的
な
制
約
箇
所
と
し
て
、
フ
ー
ド
が
設
置
さ

れ
な
い
防
音
壁
区
間
に
な
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
本
市
と
協
議
会
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
、
防
音
壁
区
間
に
お
い
て
は
、
防
音
壁

を
通
常
の
３
・
５
㍍
か
ら
６
㍍
に
高
さ
を
変

更
し
て
、
騒
音
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

環
境
基
準
を
超
え
る
騒
音
の
影
響
を
受
け
る

住
居
に
対
し
て
は
、
防
音
型
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

へ
の
取
り
替
え
な
ど
の
家
屋
対
策
が
実
施
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
る
。本
市
と
し
て
は
、フ
ー

ド
が
設
置
さ
れ
な
い
区
間
に
お
い
て
、
生
活

へ
の
支
障
を
不
安
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
認
識
し
て
お
り
、Ｊ
Ｒ
東
海
に
は
、

引
き
続
き
、
沿
線
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧

な
説
明
と
必
要
な
対
応
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
く
。

A

市
内
の
リ
ニ
ア
沿
線
地
域
の
一
部

で
は
、
い
ま
だ
に
現
地
に
入
れ
ず
、

中
心
線
測
量
も
さ
れ
て
い
な
い
。
沿
線
住
民

へ
の
対
応
は
。

Q

討
議
の
焦
点

市
内
の
沿
線
地
域
の
一
部
で
は
、Ｊ

Ｒ
東
海
と
の
話
し
合
い
が
進
ま
ず
、

用
地
測
量
が
一
部
実
施
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
行

政
の
立
場
と
し
て
は
、
個
人
の
補
償
交
渉

に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後

も
状
況
を
踏
ま
え
る
中
で
、
安
全
・
安
心

な
居
住
環
境
確
保
の
た
め
の
要
望
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
東
海
や
山
梨
県
に

対
し
て
継
続
し
て
い
く
。

A
市
道
大
井
本
線
は
、
甲
西
中
学
校

前
交
差
点
を
起
点
と
し
て
、
鮎
沢

地
区
、
古
市
場
地
区
を
北
進
し
、
下
宮
地
地

区
を
結
ぶ
道
路
で
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
大
明
小
学
校
や
甲
西
中
学
校
の
通

学
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
小
中
学

生
が
利
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
甲
西
中

学
校
前
交
差
点
か
ら
北
へ
向
か
っ
て
一
部
は

路
肩
改
良
済
み
で
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
施

工
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
北
側
は
、
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全

A

リニアの防音壁設置部分についての説明は
 ➡ 市内地上区間全域への防音防災フードの設置を
　  JR東海へ要望。

通学路として活用されている
市役所甲西支所東の大井本線の整備計画は
 ➡ 国の交付金を活用し、令和４年度より
　  大井本線路肩改良の事業実施を計画。

未来創政の会
斉藤 諭 議員
未来創政の会
斉藤 諭 議員

に
通
学
で
き
る
よ
う
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
令
和
４
年
度
よ
り
、
大
井
本
線
路
肩
改

良
の
事
業
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
沿
線
の

居
住
者
が
多
い
南
側
約
３
０
０
㍍
を
整
備

し
、
そ
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
検
討

し
て
い
く
。

▶
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
道
路

　甲
西
中
学
校
北
交
差
点
付
近

一 般 質 問 市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

正規保育士確保で
ゆとりのある
職場環境を

地域の特産品
スモモを守る
対策を

本
市
と
し
て
も
、
令
和
３
年
12
月

議
会
に
関
連
予
算
を
上
程
し
、
市

の
高
品
質
な
ス
モ
モ
を
安
定
的
に
生
産
で
き

る
体
制
の
強
化
に
向
け
て
、
補
助
金
に
よ
る

支
援
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
は
、
生
産
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
と

併
せ
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る
ス
モ
モ
の
認
知

度
向
上
を
図
る
た
め
、
動
画
配
信
な
ど
、
そ

の
対
策
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
や
市
観
光
協
会
な
ど
が

実
施
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
も
積
極
的
に
支
援

A

本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
28

年
度
中
に
、
農
地
ナ
ビ
の
運
用
に

必
要
と
な
る
公
表
項
目
と
地
図
情
報
の
デ
ー

タ
を
国
の
委
託
先
に
提
供
し
、
平
成
29
年
度

か
ら
農
地
ナ
ビ
の
利
用
を
開
始
し
て
い
る
。

農
地
ナ
ビ
は
、
全
国
の
標
準
的
な
規
模
で
の

農
業
経
営
に
合
わ
せ
た
仕
様
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
本
市
で
の
農
地
利
用
の
状
況
に
合
致

し
な
い
部
分
も
あ
り
、利
用
者
に
つ
い
て
は
、

限
定
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。現
状
で
は
、

農
地
情
報
を
取
得
し
た
い
方
は
、
直
接
、
農

業
委
員
会
に
お
問
い
合
せ
い
た
だ
く
中
で
、

最
新
情
報
を
提
供
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

A

質問の主題質問の主題

新政南アルプス
保坂 健 議員
新政南アルプス
保坂 健 議員

スモモの裂果防止のための雨除け
施設整備などが補助金の対象となる

ざ
ま
な
石
油
製
品
の
価
格
上
昇
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
市
民
の
生
活
や
事
業
者
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。

　
当
面
は
、
国
が
実
施
す
る
対
策
や
支
援
策

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活

や
民
間
事
業
者
へ
の
影
響
な
ど
も
見
極
め
る

中
で
検
討
し
て
い
く
。

正
規
保
育
士
の
増
員
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
、
退
職
者
の
数
よ
り
も

多
く
の
保
育
士
を
採
用
し
、
対
応
し
て
き
て

い
る
が
、
今
後
も
必
要
と
さ
れ
る
保
育
需
要

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
の
定
員
適
正
化
計

画
の
職
員
定
数
と
の
調
整
を
図
る
中
で
、
正

職
員
の
採
用
、
な
ら
び
に
会
計
年
度
任
用
職

員
を
雇
用
し
、
対
応
し
て
い
く
。

A

原
油
価
格
の
高
騰
は
、
世
界
各
国

で
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
、
さ
ま

A

今
後
の
法
施
行
に
備
え
、
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
、
制
度
の
周
知
・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。
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松野 昇平 議員
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ
い

て
、Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
地
上
区
間

の
８
割
に
フ
ー
ド
を
設
置
し
、
残
り
２

割
を
防
音
壁
の
設
置
と
発
表
し
た
。
市

内
の
工
業
団
地
付
近
が
防
音
壁
の
設
置

と
な
っ
た
が
、
市
へ
の
説
明
は
。

Q
リニア中央新幹線

通
学
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
市
役
所
甲
西
支
所
東
の
大
井

本
線
の
整
備
計
画
は
。

Q
通学路

保
育
所
に
お
け
る
配
置
基
準
を

安
定
的
に
満
た
し
、
か
つ
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
正
規
保
育
士
の
増
員
が
必
要
と
考

え
る
。
市
の
所
見
は
。

Q
保育士

総
務
省
は
、
地
方
自
治
体
が
原

油
価
格
の
影
響
を
受
け
て
い
る

生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に

行
う
原
油
価
格
高
騰
対
策
に
対
し
、
特

別
交
付
税
を
講
じ
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
市
の
所
見
は
。

Q
原油価格

昨
年
、
国
に
お
い
て
、
労
働
者

協
同
組
合
法
が
成
立
し
、
２
年

以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
市
の
所
見
は
。

Q
労働者協同組合法

米
国
産
ス
モ
モ
の
輸
入
解
禁
に
対

し
て
、
本
市
と
し
て
の
生
産
農
家

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Q
スモモ支援

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
本
市
に
お
け
る
活
用
状

況
は
、
ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
る
か
。

Q
農地情報 し

て
い
く
。
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
運
行
上
の
騒
音

対
策
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ
東
海
に
対

し
、
地
上
区
間
全
線
へ
の
防
音
防
災
フ
ー
ド

の
設
置
を
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、
釜
無
川
付
近
、
お
よ

び
甲
西
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
を
技
術

的
な
制
約
箇
所
と
し
て
、
フ
ー
ド
が
設
置
さ

れ
な
い
防
音
壁
区
間
に
な
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。
本
市
と
協
議
会
か
ら
の
要
望
を
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ま
え
、
防
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間
に
お
い
て
は
、
防
音
壁

を
通
常
の
３
・
５
㍍
か
ら
６
㍍
に
高
さ
を
変

更
し
て
、
騒
音
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、

環
境
基
準
を
超
え
る
騒
音
の
影
響
を
受
け
る

住
居
に
対
し
て
は
、
防
音
型
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

へ
の
取
り
替
え
な
ど
の
家
屋
対
策
が
実
施
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
る
。本
市
と
し
て
は
、フ
ー

ド
が
設
置
さ
れ
な
い
区
間
に
お
い
て
、
生
活

へ
の
支
障
を
不
安
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
認
識
し
て
お
り
、Ｊ
Ｒ
東
海
に
は
、

引
き
続
き
、
沿
線
住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
丁
寧

な
説
明
と
必
要
な
対
応
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
て
い
く
。
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市
内
の
リ
ニ
ア
沿
線
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域
の
一
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で
は
、
い
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だ
に
現
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入
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、
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心
線
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量
も
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れ
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沿
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と
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い
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入
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踏
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住
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の
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つ
い
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、
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Ｒ
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県
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。
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西
中
学
校
の
通

学
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
小
中
学

生
が
利
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
甲
西
中

学
校
前
交
差
点
か
ら
北
へ
向
か
っ
て
一
部
は

路
肩
改
良
済
み
で
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
施

工
さ
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解
禁
に
対

し
て
、
本
市
と
し
て
の
生
産
農
家

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Q
スモモ支援

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
本
市
に
お
け
る
活
用
状

況
は
、
ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
る
か
。

Q
農地情報 し

て
い
く
。
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一 般 質 問

広域的道路
ネットワークの
中で…

公共交通の活性化と
高齢者の外出支援の
充実を

利
用
者
数
は
、
時
間
帯
や
路
線
に

よ
り
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
徐
々

に
定
着
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
自
治
会
、

協
議
体
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
へ
出
向
き
、
効

率
よ
く
、利
用
し
や
す
い
運
行
に
つ
な
げ
る
。

A
市
内
に
住
所
が
あ
る
75
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
初
乗
り
運
賃
を
支

A

ふるさと納税
返礼品に市特産の
「貴陽」拡大を

安心して
通行できる
道路整備の充実を

寄
付
金
額
が
12
億
円
を
超
え
る
状
況

で
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
希
望

さ
れ
る
方
が
、約
８
割
を
占
め
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
取
り
扱
い
自
治
体
が
急
拡

大
し
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
よ
る
寄
付

金
の
飛
躍
的
な
増
加
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
新
た
な
返
礼
品
の
開
拓
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
貴
陽
」
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
特
産
品
で
も
あ
る
の
で
、
糖

度
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
化
は
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A

こ
の
交
差
点
は
、
主
要
地
方
道
韮

崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
と
市
道
橋

北
８
号
線
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
交
差
点
内
は
、
山
梨
県
が
道
路
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
。
停
止
線
や
「
止
ま
れ
」
等
の

A

令
和
２
年
11
月
の
山
梨
県
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
県
は
「
本
市
と

甲
府
都
市
圏
域
は
、
釜
無
川
に
よ
っ
て
東
西

に
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
経
済
活
動
や
災

害
時
の
緊
急
輸
送
路
確
保
の
観
点
か
ら
、
２

つ
の
地
域
を
結
ぶ
道
路
を
含
め
た
広
域
的
な

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
重
要
で
あ

り
、
南
ア
ル
プ
ス
市
管
理
の
鏡
中
条
橋
を
含

A

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

躍進会
花輪 幸長 議員

躍進会
花輪 幸長 議員

新政南アルプス
三木 充 議員
新政南アルプス
三木 充 議員

櫛
形
地
区
桜
橋
東
詰
め
交
差
点
道

路
の
区
画
線
の
整
備
計
画
は
。

Q

桜
橋
東
詰
め
交
差
点
の
危
険
防
止

対
策
の
対
応
は
。

Q

本
線
の
街
路
樹
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
通
行
者
や
住
民
の
安
全

対
策
を
最
優
先
と
し
、
交
差
点
や
商
業
施
設

へ
の
出
入
り
に
係
る
部
分
を
早
急
に
検
討

し
、
許
容
を
超
え
る
樹
形
に
つ
い
て
は
間
引

い
て
い
き
た
い
。

A

市
民
が
安
全
安
心
に
利
用
で
き
る

道
路
環
境
の
整
備
を
目
指
し
、
薄

層
塗
装
に
よ
る
交
差
点
周
り
の
路
面
着
色
や

速
度
制
限
を
促
す
減
速
マ
ー
ク
の
設
置
な

ど
、
警
察
と
協
議
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
信
号
機
の
管
理
に
つ
い
て
も
同

様
に
住
民
の
要
望
に
よ
り
警
察
署
を
通
じ
て

要
望
し
て
い
く
。

A
局
所
的
な
降
雨
時
に
お
い
て
、
溢

水
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。現
在
、

隣
接
す
る
東
吉
田
に
向
か
う
水
路
で
あ
る
市

道
吉
田
36
号
線
の
側
溝
断
面
を
約
１
・
５
倍

に
拡
張
し
、
よ
り
多
く
の
流
水
を
確
保
す
る

事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
滝
沢
川
へ

の
水
路
接
続
に
つ
い
て
は
、
不
可
能
と
考
え

て
い
る
が
、
地
元
と
の
協
力
を
仰
ぎ
、
水
路

の
適
正
管
理
を
含
め
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

A

昨
年
度
よ
り
、
中
部
横
断
自
動
車

道
山
梨
静
岡
間
の
開
通
を
見
据
え
、

静
岡
伊
勢
丹
や
松
坂
屋
名
古
屋
店
な
ど
の
デ

パ
ー
ト
に
お
い
て
、
旬
の
果
物
販
売
を
通
じ

た
観
光
Ｐ
Ｒ
、
ま

た
、
名
古
屋
市
営

地
下
鉄
東
山
線
の

車
両
内
に
観
光
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い

A

●
そ
の
他
の
質
問

• 

緊
急
車
両
の
管
理
運
用
に
つ
い
て

自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ

て
か
ら
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る

と
乗
り
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
便
さ
を
感

じ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

車
の
運
転
が
で
き
る
う
ち
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
積
極
的
に
利
用
し
慣
れ
て
い

た
だ
く
自
助
を
お
願
い
し
、
公
助
と
し
て
、

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
券
が
あ
る
が
、
高
齢
者
は

不
便
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
新
た
な
外
出
支
援

策
が
必
要
と
思
う
が
。

Q

躍進会
北村 千代子 議員

躍進会
北村 千代子 議員

新政南アルプス
飯野 多惠子 議員
新政南アルプス
飯野 多惠子 議員

援
し
て
い
る
。
利
用
促
進
を
図
り
、
高
齢
者

福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
の
担
当
課
と
も
協
議

し
検
証
し
て
い
く
。

め
た
、
周
辺
地
域
の
道
路
交
通
網
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
議
論
を
進
め
る
」
と
い
う
趣
旨

の
答
弁
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
か
ら
山
梨
県
が
事

務
局
と
な
り
、
本
市
と
中
央
市
、
昭
和
町
の

３
市
町
か
ら
な
る
「
三
市
町
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
勉
強
会
」
が
設
立
さ
れ
、
６
月
に
は

第
１
回
目
と
な
る
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
、
年

明
け
以
降
に
２
回
目
と
な
る
勉
強
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
間
を
円
滑
に
連
携
す
る
広

域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
勉
強
会
で
研
究
し
て
い
く
中
で
、
鏡
中

条
橋
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

75
歳
以
上
の
方
に
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
交
付

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
家
族
や
友
人
に
送

迎
し
て
も
ら
う
互
助
、
共
助
と
し
て
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
外
出
支

援
な
ど
実
施

さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ

か
、
み
ん
な

が
利
用
し
や

す
い
デ
マ
ン

ド
交
通
の
調

査
研
究
を
進

め
て
い
る
。

市立美術館を拠点として６路線を運行している
コミュニティバス

三市町道路ネットワーク勉強会の中で
鏡中条橋のあり方について協議されている

ケヤキ等で見通しが悪い
櫛形スポーツ公園通り

静岡伊勢丹で行った果物販売会
を通じた観光PRの様子

文
字
、
横
断
歩
道
の
白
線
等
の
規
制
線
は
、

山
梨
県
公
安
委
員
会
の
管
理
で
あ
る
。
地
域

住
民
か
ら
の
県
道
を
含
む
修
繕
要
望
は
、
早

急
に
改
善
す
べ
く
県
に
求
め
て
い
く
。

る
。
今
年
度
は
、Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
直
結
の
商

業
施
設
「
キ
ッ
テ
名
古
屋
」
に
お
け
る
観
光

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
今

後
と
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
は
。

Q
公共交通

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
実
施
要
綱
の
見
直
し
は
。

Q
高齢者支援

１
年
前
の
定
例
会
で
鏡
中
条
橋

に
関
す
る
質
問
に
お
い
て
市
長

は
、「
県
議
会
に
お
い
て
、
本
市
と
関
係

市
町
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
」
と

答
弁
し
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
の
状
況
は
。

Q
鏡中条橋

櫛
形
ス
ポ
ー
ツ
公
園
通
り
に

は
、
商
業
施
設
が
道
路
両
側
に

多
く
存
在
し
て
お
り
、
交
通
量
が
多
い
。

住
民
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に

ケ
ヤ
キ
の
間
伐
や
サ
ツ
キ
の
刈
込
を
し

て
、
安
全
な
道
路
の
維
持
管
理
を
行
う

考
え
は
。

Q
道路整備

豊
小
東
側
水
路
が
氾
濫
す
る
た

め
、
災
害
へ
の
抜
本
的
な
策
は
。

Q
治水対策

中
京
地
区
へ
の
観
光
施
策
重
点

施
策
は
。

Q
観光

本
市
で
開
発
さ
れ
た
「
貴
陽
」

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
魅
力
あ
る

返
礼
品
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

Q
ふるさと納税
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一 般 質 問

広域的道路
ネットワークの
中で…

公共交通の活性化と
高齢者の外出支援の
充実を

利
用
者
数
は
、
時
間
帯
や
路
線
に

よ
り
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
徐
々

に
定
着
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
自
治
会
、

協
議
体
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
へ
出
向
き
、
効

率
よ
く
、利
用
し
や
す
い
運
行
に
つ
な
げ
る
。

A
市
内
に
住
所
が
あ
る
75
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
初
乗
り
運
賃
を
支

A

ふるさと納税
返礼品に市特産の
「貴陽」拡大を

安心して
通行できる
道路整備の充実を

寄
付
金
額
が
12
億
円
を
超
え
る
状
況

で
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
希
望

さ
れ
る
方
が
、約
８
割
を
占
め
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
取
り
扱
い
自
治
体
が
急
拡

大
し
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
よ
る
寄
付

金
の
飛
躍
的
な
増
加
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
新
た
な
返
礼
品
の
開
拓
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
貴
陽
」
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
特
産
品
で
も
あ
る
の
で
、
糖

度
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
化
は
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A

こ
の
交
差
点
は
、
主
要
地
方
道
韮

崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
と
市
道
橋

北
８
号
線
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
交
差
点
内
は
、
山
梨
県
が
道
路
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
。
停
止
線
や
「
止
ま
れ
」
等
の

A

令
和
２
年
11
月
の
山
梨
県
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
県
は
「
本
市
と

甲
府
都
市
圏
域
は
、
釜
無
川
に
よ
っ
て
東
西

に
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
経
済
活
動
や
災

害
時
の
緊
急
輸
送
路
確
保
の
観
点
か
ら
、
２

つ
の
地
域
を
結
ぶ
道
路
を
含
め
た
広
域
的
な

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
重
要
で
あ

り
、
南
ア
ル
プ
ス
市
管
理
の
鏡
中
条
橋
を
含

A

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

躍進会
花輪 幸長 議員

躍進会
花輪 幸長 議員

新政南アルプス
三木 充 議員
新政南アルプス
三木 充 議員

櫛
形
地
区
桜
橋
東
詰
め
交
差
点
道

路
の
区
画
線
の
整
備
計
画
は
。

Q

桜
橋
東
詰
め
交
差
点
の
危
険
防
止

対
策
の
対
応
は
。

Q

本
線
の
街
路
樹
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
通
行
者
や
住
民
の
安
全

対
策
を
最
優
先
と
し
、
交
差
点
や
商
業
施
設

へ
の
出
入
り
に
係
る
部
分
を
早
急
に
検
討

し
、
許
容
を
超
え
る
樹
形
に
つ
い
て
は
間
引

い
て
い
き
た
い
。

A

市
民
が
安
全
安
心
に
利
用
で
き
る

道
路
環
境
の
整
備
を
目
指
し
、
薄

層
塗
装
に
よ
る
交
差
点
周
り
の
路
面
着
色
や

速
度
制
限
を
促
す
減
速
マ
ー
ク
の
設
置
な

ど
、
警
察
と
協
議
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
信
号
機
の
管
理
に
つ
い
て
も
同

様
に
住
民
の
要
望
に
よ
り
警
察
署
を
通
じ
て

要
望
し
て
い
く
。

A
局
所
的
な
降
雨
時
に
お
い
て
、
溢

水
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。現
在
、

隣
接
す
る
東
吉
田
に
向
か
う
水
路
で
あ
る
市

道
吉
田
36
号
線
の
側
溝
断
面
を
約
１
・
５
倍

に
拡
張
し
、
よ
り
多
く
の
流
水
を
確
保
す
る

事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
滝
沢
川
へ

の
水
路
接
続
に
つ
い
て
は
、
不
可
能
と
考
え

て
い
る
が
、
地
元
と
の
協
力
を
仰
ぎ
、
水
路

の
適
正
管
理
を
含
め
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

A

昨
年
度
よ
り
、
中
部
横
断
自
動
車

道
山
梨
静
岡
間
の
開
通
を
見
据
え
、

静
岡
伊
勢
丹
や
松
坂
屋
名
古
屋
店
な
ど
の
デ

パ
ー
ト
に
お
い
て
、
旬
の
果
物
販
売
を
通
じ

た
観
光
Ｐ
Ｒ
、
ま

た
、
名
古
屋
市
営

地
下
鉄
東
山
線
の

車
両
内
に
観
光
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い

A

●
そ
の
他
の
質
問

• 

緊
急
車
両
の
管
理
運
用
に
つ
い
て

自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ

て
か
ら
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る

と
乗
り
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
便
さ
を
感

じ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

車
の
運
転
が
で
き
る
う
ち
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
積
極
的
に
利
用
し
慣
れ
て
い

た
だ
く
自
助
を
お
願
い
し
、
公
助
と
し
て
、

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
券
が
あ
る
が
、
高
齢
者
は

不
便
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
新
た
な
外
出
支
援

策
が
必
要
と
思
う
が
。

Q

躍進会
北村 千代子 議員

躍進会
北村 千代子 議員

新政南アルプス
飯野 多惠子 議員
新政南アルプス
飯野 多惠子 議員

援
し
て
い
る
。
利
用
促
進
を
図
り
、
高
齢
者

福
祉
や
障
が
い
者
福
祉
の
担
当
課
と
も
協
議

し
検
証
し
て
い
く
。

め
た
、
周
辺
地
域
の
道
路
交
通
網
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
議
論
を
進
め
る
」
と
い
う
趣
旨

の
答
弁
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
本
年
度
か
ら
山
梨
県
が
事

務
局
と
な
り
、
本
市
と
中
央
市
、
昭
和
町
の

３
市
町
か
ら
な
る
「
三
市
町
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
勉
強
会
」
が
設
立
さ
れ
、
６
月
に
は

第
１
回
目
と
な
る
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
、
年

明
け
以
降
に
２
回
目
と
な
る
勉
強
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
間
を
円
滑
に
連
携
す
る
広

域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
勉
強
会
で
研
究
し
て
い
く
中
で
、
鏡
中

条
橋
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

75
歳
以
上
の
方
に
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
交
付

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
家
族
や
友
人
に
送

迎
し
て
も
ら
う
互
助
、
共
助
と
し
て
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
外
出
支

援
な
ど
実
施

さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ

か
、
み
ん
な

が
利
用
し
や

す
い
デ
マ
ン

ド
交
通
の
調

査
研
究
を
進

め
て
い
る
。

市立美術館を拠点として６路線を運行している
コミュニティバス

三市町道路ネットワーク勉強会の中で
鏡中条橋のあり方について協議されている

ケヤキ等で見通しが悪い
櫛形スポーツ公園通り

静岡伊勢丹で行った果物販売会
を通じた観光PRの様子

文
字
、
横
断
歩
道
の
白
線
等
の
規
制
線
は
、

山
梨
県
公
安
委
員
会
の
管
理
で
あ
る
。
地
域

住
民
か
ら
の
県
道
を
含
む
修
繕
要
望
は
、
早

急
に
改
善
す
べ
く
県
に
求
め
て
い
く
。

る
。
今
年
度
は
、Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
直
結
の
商

業
施
設
「
キ
ッ
テ
名
古
屋
」
に
お
け
る
観
光

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
今

後
と
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
は
。

Q
公共交通

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
実
施
要
綱
の
見
直
し
は
。

Q
高齢者支援

１
年
前
の
定
例
会
で
鏡
中
条
橋

に
関
す
る
質
問
に
お
い
て
市
長

は
、「
県
議
会
に
お
い
て
、
本
市
と
関
係

市
町
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
」
と

答
弁
し
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
の
状
況
は
。

Q
鏡中条橋

櫛
形
ス
ポ
ー
ツ
公
園
通
り
に

は
、
商
業
施
設
が
道
路
両
側
に

多
く
存
在
し
て
お
り
、
交
通
量
が
多
い
。

住
民
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に

ケ
ヤ
キ
の
間
伐
や
サ
ツ
キ
の
刈
込
を
し

て
、
安
全
な
道
路
の
維
持
管
理
を
行
う

考
え
は
。

Q
道路整備

豊
小
東
側
水
路
が
氾
濫
す
る
た

め
、
災
害
へ
の
抜
本
的
な
策
は
。

Q
治水対策

中
京
地
区
へ
の
観
光
施
策
重
点

施
策
は
。

Q
観光

本
市
で
開
発
さ
れ
た
「
貴
陽
」

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
魅
力
あ
る

返
礼
品
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

Q
ふるさと納税
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一 般 質 問

教育・福祉の枠を
超えて途切れのない
支援を

指名競争入札は
やめるべきでは

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
支
援
拠
点
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
全

般
に
係
る
業
務
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
家
庭

内
の
実
情
の
把
握
、支
援
な
ど
の
情
報
提
供
、

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
相
談
が
主
な
業
務
と

な
り
、
関
係
機
関
等
の
総
合
調
整
も
業
務
に

A
入
札
を
行
う
際
に
予
定
価
格
の
事

前
公
表
は
や
め
、
事
後
公
表
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
が
、
廃
止
に

つ
い
て
検
討
し
た
の
か
。

Q

事
前
公
表
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の

制
約
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
予

定
価
格
の
事
前
公
表
を
採
用
し
、
公
共
工
事

の
透
明
性
の
確
保
、
な

ら
び
に
不
正
行
為
の
防

止
に
対
し
、
有
効
な
手

段
で
あ
る
の
で
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
。

A

一
般
競
争
入
札
の
対
象
範
囲
の
拡
大

へ
の
取
り
組
み
が
、
指
名
競
争
入
札

の
縮
小
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
公
平
性
や
競

争
性
、
透
明
性
の
確
保
の
観
点
よ
り
、
一
般

競
争
入
札
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
調
査
研
究
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

A

質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適

正
化
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
い
う

通
知
の
中
で
「
事
前
公
表
の
賛
否
に
つ
い
て

十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
弊
害
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
事
前
公
表
の
取
り
や
め

な
ど
適
切
な
対
応
を
行
う
」
と
通
知
が
来
て

い
る
。
本
市
で
は
、
弊
害
等
が
生
じ
て
い
な

い
の
で
、
見
直
し
す
る
予
定
は
な
い
。

A

法
令
上
の
制
約
が
な
い
と
述
べ
て

い
る
が
、
予
定
価
格
は
本
来
、
機

密
事
項
で
あ
り
、
業
者
側
に
金
額
が
漏
れ
て

は
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
。
事
前
公
表

Q

小林 敏徳 議員小林 敏徳 議員

含
ま
れ
て
い
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
や
障
が
い
、

介
護
の
各
種
事
業
に
よ
り
、
家
庭
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
、
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
、
新
し
い
拠
点
の
中
で
、
教
育

委
員
会
を
始
め
と
す
る
各
種
関
係
機
関
と
の

連
携
を
重
ね
な
が
ら
、
相
談
体
制
の
強
化
を

図
り
、
早
期
か
ら
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
予
防
へ
の
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
職
員
採
用
に
よ
り
、
専

門
職
で
あ
る
社
会
福
祉
士
も
増
員
と
す
る
予

定
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
組
織
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

公明党
齊藤 博明 議員

公明党
齊藤 博明 議員

●
そ
の
他
の
質
問

• 

農
業
後
継
者
に
対
す
る
就
農
支
援
事
業
に

　つ
い
て

●
そ
の
他
の
質
問

• 

市
長
の
考
え
て
い
る
観
光
に
つ
い
て

す
れ
ば
業
者
は
、
予
定
価
格
に
合
わ
せ
て
入

札
す
る
た
め
、
談
合
の
温
床
に
な
り
か
ね
な

い
と
思
う
が
。

政務活動報告 南アルプス市をよりよい社会にするために

新政南アルプス

研 修 先

研 修 日

総　　括

滋賀県 全国市町村国際文化研修所

令和３年11月４日～５日

研修内容 議会改革を考える

～先進事例に学ぶ住民参加・情報公開～

●議会改革を進めるに
　当たっての基本事項。

●議会への住民参加、
　情報公開に関して、
　先進事例の紹介や
　意見交換等。

●ダイアログ（自分の意見を伝え、相手の考えを理
　解し、お互いに解決策を導くためのコミュニケー
　ションの方法）を用いた演習を体験し、会議や議員
　間討議の進め方を学ぶ。

会派のメンバー
代表：村松 三千雄
保坂 健、飯野 多惠子、三木 充
有野 一成、飯野 久、清水 重仁

　参考となったのは「気づきの連鎖」といったことであり、
それは良い事例を「真似る」ことの大切さであった。
　具体的には、先進事例、優良事例を収集・分析し、本市
議会に積極的に取り入れていくことが、住民の議会活動に
対する理解・関心にもつながると感じたところである。

　また、市民との意見交換会は、議会改革の根幹をなすも
のとして大変重要であり、必ず実施しなければならないとの
認識を深めたが、その成否については、会議の進行を司る
者（ファシリテーター）の習熟度が大きな影響を持つものと
感じた。

躍　進　会

研 修 先

研 修 日

山口県山口市 （有）石野製作所

令和３年11月４日（木）

研修内容 オリーブオイルの商品化に至る
機械器具の製品化について

総　　括

　この会社におけるオリーブオイルの製品は、手軽で安
価な機材であり、個人農家が購入するには、手ごろな
価格であると感じた。
　しかし、一度に果実
を加工するには小型製
品であり、量的に難点
があると思われるが、
家庭的消費を考えると
将来的に期待できるも
のと感じた。

研 修 先

研 修 日

鹿児島県日置市 鹿児島オリーブ（株）

令和３年11月５日（金）

研修内容 日置市がオリーブオイルの産地化に向
けて、旗振り役となり、企業誘致を図
り、加工・販売に取り組んでいる状況
視察を行う。

総　　括

　行政が旗振り役としてオリーブの産地化を図ることは、
農家の皆さんの安心度を高めるとともに、耕作放棄地
等の解消に取り組む姿勢は、見習う必要がある。同時
に栽培を推奨する以上、オリーブを買い取る必要から、
購入・加工を行う会社を誘致し、市の産業としての位置
付けを行ったことは、今後の本市においての有望性を感
じたところである。

会派のメンバー
代表：野中 國幹
三枝 守和、戸栗 淳、花輪 幸長
北村 千代子

私
は
以
前
よ
り
指
名
競
争
入
札

は
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
質

問
し
て
き
た
。
指
名
競
争
入
札
は
、
廃

止
の
方
向
で
検
討
し
た
の
か
。

Q
入札制度

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に

は
、
教
育
と
福
祉
の
領
域
を
超

え
た
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
各

種
サ
ー
ビ
ス
等
の
調
整
役
を
担
う
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
拠
点
」
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
ヤングケアラー
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一 般 質 問

教育・福祉の枠を
超えて途切れのない
支援を

指名競争入札は
やめるべきでは

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
支
援
拠
点
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
全

般
に
係
る
業
務
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
家
庭

内
の
実
情
の
把
握
、支
援
な
ど
の
情
報
提
供
、

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
相
談
が
主
な
業
務
と

な
り
、
関
係
機
関
等
の
総
合
調
整
も
業
務
に

A
入
札
を
行
う
際
に
予
定
価
格
の
事

前
公
表
は
や
め
、
事
後
公
表
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
が
、
廃
止
に

つ
い
て
検
討
し
た
の
か
。

Q

事
前
公
表
に
つ
い
て
は
、
法
令
上
の

制
約
が
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
予

定
価
格
の
事
前
公
表
を
採
用
し
、
公
共
工
事

の
透
明
性
の
確
保
、
な

ら
び
に
不
正
行
為
の
防

止
に
対
し
、
有
効
な
手

段
で
あ
る
の
で
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
。

A

一
般
競
争
入
札
の
対
象
範
囲
の
拡
大

へ
の
取
り
組
み
が
、
指
名
競
争
入
札

の
縮
小
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
公
平
性
や
競

争
性
、
透
明
性
の
確
保
の
観
点
よ
り
、
一
般

競
争
入
札
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
調
査
研
究
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

A

質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適

正
化
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
い
う

通
知
の
中
で
「
事
前
公
表
の
賛
否
に
つ
い
て

十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
弊
害
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
事
前
公
表
の
取
り
や
め

な
ど
適
切
な
対
応
を
行
う
」
と
通
知
が
来
て

い
る
。
本
市
で
は
、
弊
害
等
が
生
じ
て
い
な

い
の
で
、
見
直
し
す
る
予
定
は
な
い
。

A

法
令
上
の
制
約
が
な
い
と
述
べ
て

い
る
が
、
予
定
価
格
は
本
来
、
機

密
事
項
で
あ
り
、
業
者
側
に
金
額
が
漏
れ
て

は
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
。
事
前
公
表

Q

小林 敏徳 議員小林 敏徳 議員

含
ま
れ
て
い
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
や
障
が
い
、

介
護
の
各
種
事
業
に
よ
り
、
家
庭
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
り
、
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
、
新
し
い
拠
点
の
中
で
、
教
育

委
員
会
を
始
め
と
す
る
各
種
関
係
機
関
と
の

連
携
を
重
ね
な
が
ら
、
相
談
体
制
の
強
化
を

図
り
、
早
期
か
ら
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
予
防
へ
の
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
職
員
採
用
に
よ
り
、
専

門
職
で
あ
る
社
会
福
祉
士
も
増
員
と
す
る
予

定
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
組
織
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

公明党
齊藤 博明 議員

公明党
齊藤 博明 議員

●
そ
の
他
の
質
問

• 

農
業
後
継
者
に
対
す
る
就
農
支
援
事
業
に

　つ
い
て

●
そ
の
他
の
質
問

• 

市
長
の
考
え
て
い
る
観
光
に
つ
い
て

す
れ
ば
業
者
は
、
予
定
価
格
に
合
わ
せ
て
入

札
す
る
た
め
、
談
合
の
温
床
に
な
り
か
ね
な

い
と
思
う
が
。

政務活動報告 南アルプス市をよりよい社会にするために

新政南アルプス

研 修 先

研 修 日

総　　括

滋賀県 全国市町村国際文化研修所

令和３年11月４日～５日

研修内容 議会改革を考える

～先進事例に学ぶ住民参加・情報公開～

●議会改革を進めるに
　当たっての基本事項。

●議会への住民参加、
　情報公開に関して、
　先進事例の紹介や
　意見交換等。

●ダイアログ（自分の意見を伝え、相手の考えを理
　解し、お互いに解決策を導くためのコミュニケー
　ションの方法）を用いた演習を体験し、会議や議員
　間討議の進め方を学ぶ。

会派のメンバー
代表：村松 三千雄
保坂 健、飯野 多惠子、三木 充
有野 一成、飯野 久、清水 重仁

　参考となったのは「気づきの連鎖」といったことであり、
それは良い事例を「真似る」ことの大切さであった。
　具体的には、先進事例、優良事例を収集・分析し、本市
議会に積極的に取り入れていくことが、住民の議会活動に
対する理解・関心にもつながると感じたところである。

　また、市民との意見交換会は、議会改革の根幹をなすも
のとして大変重要であり、必ず実施しなければならないとの
認識を深めたが、その成否については、会議の進行を司る
者（ファシリテーター）の習熟度が大きな影響を持つものと
感じた。

躍　進　会

研 修 先

研 修 日

山口県山口市 （有）石野製作所

令和３年11月４日（木）

研修内容 オリーブオイルの商品化に至る
機械器具の製品化について

総　　括

　この会社におけるオリーブオイルの製品は、手軽で安
価な機材であり、個人農家が購入するには、手ごろな
価格であると感じた。
　しかし、一度に果実
を加工するには小型製
品であり、量的に難点
があると思われるが、
家庭的消費を考えると
将来的に期待できるも
のと感じた。

研 修 先

研 修 日

鹿児島県日置市 鹿児島オリーブ（株）

令和３年11月５日（金）

研修内容 日置市がオリーブオイルの産地化に向
けて、旗振り役となり、企業誘致を図
り、加工・販売に取り組んでいる状況
視察を行う。

総　　括

　行政が旗振り役としてオリーブの産地化を図ることは、
農家の皆さんの安心度を高めるとともに、耕作放棄地
等の解消に取り組む姿勢は、見習う必要がある。同時
に栽培を推奨する以上、オリーブを買い取る必要から、
購入・加工を行う会社を誘致し、市の産業としての位置
付けを行ったことは、今後の本市においての有望性を感
じたところである。

会派のメンバー
代表：野中 國幹
三枝 守和、戸栗 淳、花輪 幸長
北村 千代子

私
は
以
前
よ
り
指
名
競
争
入
札

は
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
質

問
し
て
き
た
。
指
名
競
争
入
札
は
、
廃

止
の
方
向
で
検
討
し
た
の
か
。

Q
入札制度

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に

は
、
教
育
と
福
祉
の
領
域
を
超

え
た
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
各

種
サ
ー
ビ
ス
等
の
調
整
役
を
担
う
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
拠
点
」
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
ヤングケアラー
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政 務 活 動 報 告

　政務活動費とは、議員が調査研究その他の活動を行うために経
費の一部として交付されるものです。本市では、会派に対して、
議員１人当たり月額１万５千円（年18万円）が交付されています。
　なお、政党活動、選挙活動、後援会活動、私人としての活動の
ための経費等には使えません。

　政務活動費を充てることができる範囲は、法令に基づいており、
本市の条例では、次のとおり規定しています。

※上記の全て項目は、会派として活動する場合に限っています。

The 議会の●●●豆 知 識

政務活動費とは？

コ
コ
が
知
り
た
い
！

余
っ
た
お
金
は
ど
う
な
る
の
？

　政
務
活
動
費
は
、
収
支
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
て
、
報
告
書
を
議
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
付

し
た
政
務
活
動
費
に
残
額
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
べ
て
返
還
し
ま
す
。

　な
お
、
収
支
報
告
書
は
、
市
民
の
方

も
議
会
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

❶ 調査研究費　市の事務、地方行財政に関する調査研究等
❷ 研修費　研修会の開催や参加
❸ 広報費　会派活動や市政について、市民に報告
❹ 広聴費　市民からの市政に対する要望や市民相談等
❺ 要請・陳情活動費　要請や陳情活動
❻ 会議費　会議や意見交換会等へ参加
❼ 資料作成・購入費　活動に必要な資料の作成や購入

どんなことに使えるの？

南　　風

研 修 先

研 修 日

総　　括

山梨県韮崎市

令和３年11月16日

研修内容 自主防災会組織の再編成について

　自主防災組織について、住民の連帯意識の希薄化や
自治会運営など、どの自治体も同じような課題があるこ
とが分かった。しか
し、韮崎市では、自
主防災会組織の再編
成を機に地域コミュ
ニティの活性化を図
ろうと取り組んでい
ることに、大きな意
義があると感じた。

　長年、人材育成や防災対策を継続したことで市民の
防災意識が高揚している地域があることも伺い、高度
な技術力・指導力を持った団体（NPO）が先頭に立って
減災対策に取り組んだ成果は、確実に表れているよう
に感じた。しかし、地域によってバラツキがあることも
事実であり、防災・減災活動を進めることの難しさもあ
る。各種訓練等を繰り返し実施し、市民の声を、新た
な取り組みに反映させることが重要だと感じた。今後は
防災リーダー連絡協議会などへも反映させていきたい。

会派のメンバー 代表：櫻田 力
藤田 亜由未

議
会
だ
よ
り
73
号
に

令
和
２
年
度
の

支
出
一
覧
を

掲
載
し
て
い
る
よ

意見書の提出 第４回定例会では、国に対し１件の意見書を提出しました。

「加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書」を提出

法律の改正により、小学校１クラスの児童数の上

限が35人以下に引き下げられます。35人学級実

施に当たって学校現場では、色々な課題が山積

しており、子どもたちの豊かな学びを実現することが困難な状況であ

ります。全国の子どもたちが一定水準の教育と豊かな子どもの学びを

保障することが不可欠であるため、国に対して意見書を提出しました。

意見書の
POINT
意見書の
POINT

　令和３年７月29日に提出された上記の意見
書に係る請願を受け、９月議会において厚生文
教常任委員会に付託し、審査しましたが、９月
議会では結論に至らず、継続審査としました。
　10月12日に再度開いた委員会では、現場の
先生方の意見を聞く中で審査し、また、意見書
へは山梨県の現状を追加することを先生方とも
合意した上で、請願を採択すべきものとしまし
た。12月議会において意見書を可決し、下記
の措置を国へ要請しました。

❶小学校の35人学級実施に当たっては、加配定数の振り替えではなく、教職員定数の実質的な増員で行う
　こと。また、中学校への35人学級を実施すること。

❷学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員などの教職員定数改善を推進すること。

❸義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度
　を堅持すること。

❹教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

議 会 活 動 報 告

新広河原山荘 現地視察 10月22日 自民党 茂木幹事長と意見交換会
12月4日

広河原山荘 閉荘式 11月3日

　広河原山荘の新築工事が完了したため、産業土木常任委
員会で現地視察を実施しました。広河原インフォメーションセ
ンターに隣接し、大部屋や個室があり、収容人数は101人。

　広河原山荘は、昭和60年に開荘し、36年が経過しました。
老朽化による建て替えに伴い、令和３年11月３日をもって営
業を終了し、その
日に合わせて閉荘
式が行われまし
た。議会からは、
正副議長と産業
土木常任委員会
の正副委員長が
出席しました。

南湖地区横川の治水対策
全面的にバックアップしていく
　自民党の茂木幹事長が南湖地区の横川伏せ越しを視察し、
関係者との意見交換会を開催しました。
　市議会からは、飯野議長をはじめ４議員が参加し、南湖
地区の水害状況について意見を交わしました。茂木幹事長か
らは、多くの川が合流している現場を見て災害の危険性を感
じ、事前に防災することが大事で、全面的にバックアップして
いくと発言がありました。

※山梨県では、 全国に先駆け、 今年度から25人学級が小学１年生で
　導入され、 来年度には小学２年生へも導入される予定です。

南アルプス市議会だより No.75  ｜  18



19  ｜  南アルプス市議会だより No.75

Government Activity Report

政 務 活 動 報 告

　政務活動費とは、議員が調査研究その他の活動を行うために経
費の一部として交付されるものです。本市では、会派に対して、
議員１人当たり月額１万５千円（年18万円）が交付されています。
　なお、政党活動、選挙活動、後援会活動、私人としての活動の
ための経費等には使えません。

　政務活動費を充てることができる範囲は、法令に基づいており、
本市の条例では、次のとおり規定しています。

※上記の全て項目は、会派として活動する場合に限っています。

The 議会の●●●豆 知 識

政務活動費とは？

コ
コ
が
知
り
た
い
！

余
っ
た
お
金
は
ど
う
な
る
の
？

　政
務
活
動
費
は
、
収
支
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
て
、
報
告
書
を
議
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
交
付

し
た
政
務
活
動
費
に
残
額
が
あ
っ
た
場

合
は
、
す
べ
て
返
還
し
ま
す
。

　な
お
、
収
支
報
告
書
は
、
市
民
の
方

も
議
会
図
書
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

❶ 調査研究費　市の事務、地方行財政に関する調査研究等
❷ 研修費　研修会の開催や参加
❸ 広報費　会派活動や市政について、市民に報告
❹ 広聴費　市民からの市政に対する要望や市民相談等
❺ 要請・陳情活動費　要請や陳情活動
❻ 会議費　会議や意見交換会等へ参加
❼ 資料作成・購入費　活動に必要な資料の作成や購入

どんなことに使えるの？

南　　風

研 修 先

研 修 日

総　　括

山梨県韮崎市

令和３年11月16日

研修内容 自主防災会組織の再編成について

　自主防災組織について、住民の連帯意識の希薄化や
自治会運営など、どの自治体も同じような課題があるこ
とが分かった。しか
し、韮崎市では、自
主防災会組織の再編
成を機に地域コミュ
ニティの活性化を図
ろうと取り組んでい
ることに、大きな意
義があると感じた。

　長年、人材育成や防災対策を継続したことで市民の
防災意識が高揚している地域があることも伺い、高度
な技術力・指導力を持った団体（NPO）が先頭に立って
減災対策に取り組んだ成果は、確実に表れているよう
に感じた。しかし、地域によってバラツキがあることも
事実であり、防災・減災活動を進めることの難しさもあ
る。各種訓練等を繰り返し実施し、市民の声を、新た
な取り組みに反映させることが重要だと感じた。今後は
防災リーダー連絡協議会などへも反映させていきたい。

会派のメンバー 代表：櫻田 力
藤田 亜由未

議
会
だ
よ
り
73
号
に

令
和
２
年
度
の

支
出
一
覧
を

掲
載
し
て
い
る
よ

意見書の提出 第４回定例会では、国に対し１件の意見書を提出しました。

「加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、
教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書」を提出

法律の改正により、小学校１クラスの児童数の上

限が35人以下に引き下げられます。35人学級実

施に当たって学校現場では、色々な課題が山積

しており、子どもたちの豊かな学びを実現することが困難な状況であ

ります。全国の子どもたちが一定水準の教育と豊かな子どもの学びを

保障することが不可欠であるため、国に対して意見書を提出しました。

意見書の
POINT
意見書の
POINT

　令和３年７月29日に提出された上記の意見
書に係る請願を受け、９月議会において厚生文
教常任委員会に付託し、審査しましたが、９月
議会では結論に至らず、継続審査としました。
　10月12日に再度開いた委員会では、現場の
先生方の意見を聞く中で審査し、また、意見書
へは山梨県の現状を追加することを先生方とも
合意した上で、請願を採択すべきものとしまし
た。12月議会において意見書を可決し、下記
の措置を国へ要請しました。

❶小学校の35人学級実施に当たっては、加配定数の振り替えではなく、教職員定数の実質的な増員で行う
　こと。また、中学校への35人学級を実施すること。

❷学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員などの教職員定数改善を推進すること。

❸義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度
　を堅持すること。

❹教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。

議 会 活 動 報 告

新広河原山荘 現地視察 10月22日 自民党 茂木幹事長と意見交換会
12月4日

広河原山荘 閉荘式 11月3日

　広河原山荘の新築工事が完了したため、産業土木常任委
員会で現地視察を実施しました。広河原インフォメーションセ
ンターに隣接し、大部屋や個室があり、収容人数は101人。

　広河原山荘は、昭和60年に開荘し、36年が経過しました。
老朽化による建て替えに伴い、令和３年11月３日をもって営
業を終了し、その
日に合わせて閉荘
式が行われまし
た。議会からは、
正副議長と産業
土木常任委員会
の正副委員長が
出席しました。

南湖地区横川の治水対策
全面的にバックアップしていく
　自民党の茂木幹事長が南湖地区の横川伏せ越しを視察し、
関係者との意見交換会を開催しました。
　市議会からは、飯野議長をはじめ４議員が参加し、南湖
地区の水害状況について意見を交わしました。茂木幹事長か
らは、多くの川が合流している現場を見て災害の危険性を感
じ、事前に防災することが大事で、全面的にバックアップして
いくと発言がありました。

※山梨県では、 全国に先駆け、 今年度から25人学級が小学１年生で
　導入され、 来年度には小学２年生へも導入される予定です。
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市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　議会だよりは、議会活動が簡潔に分かる身近な情報誌と認識しており、必ず読んでいます。

　2021年もコロナ禍により行動規制が実施され、各種行事が中止となるなど、厳しい１年であっ

たと感じております。そんな中、隣接する２つの町で発生した不正入札の報道は、市民の行政に

対する信用を失墜させるものと感じるとともに、本市ではこれを「他山の石」として、「安心、信頼、

親しまれる」行政遂行を願うところです。

　議会には、「至誠」を持って議会機能を充分に発揮されることを期待しております。松田 栄樹さん
地区／西南湖
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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

２月25日 　　  本会議（初日）

28日～３月４日　 委員会

３月 ８日～ ９日　　  代表・一般質問

10日～17日　     委員会

23日　　　 　     本会議（最終日）

第1回定例会の会期予定

●第4回定例会の傍聴者数：29人
※報道関係者9人は除く

　１月９日、第 74 回全日本高校選手権（春高バレー）決勝戦が東京体
育館で開催され、男子で 20 年連続出場の日本航空は、熊本の鎮西を
セットカウント３対２の逆転勝ちで、県勢初の優勝を飾りました。
　「最後まで諦めない。」「自分たちのバレーを信じて戦う。」をモッ
トーに優勝できたことは、日頃のたゆまぬ練習に励んだ結晶である
と賞賛いたします。新年から明るいニュースに元気と感動をいただ
き幸せを感じました。
　私たちの生活は、この２年間、コロナ禍に振り回され、生活を制
限されてきました。また今年になって、オミクロン株の感染が驚異
的に広がっています。第３回目のワクチン接種も始まっていますが、
引き続き感染予防に心掛けていきましょう。

編 集 後 記

委員長／北村 千代子　副委員長／松野 昇平
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭、
　　　　河野 木綿子、小林 敏徳

議会だより
編集委員会

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300字以内にまとめてください。】 テーマは、南アルプスユネスコエコパークに

ちなんだ市内の自然風景です。市街地や山岳地域など、
これはというものをぜひご投稿ください！

提 出 先

市民から ひ・と・こ・と 募集中

〒400-0395 南アルプス市小笠原376
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 
FAX：055-282-6459

表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！表紙写真募集中！！
『議会だより』の表紙写真を募集しています

https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.htmlhttps://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.html
※応募条件や提出方法は市ホームページをご覧ください。

詳しくは
webで

　一人ひとりの想いや願いが重なり社会はできていて、子育て、教育、福祉、文化、歴史、景観

など視点はさまざまな中、幸せや豊かさを求め人は生きています。目の前の事に一生懸命であっ

たり「自分の思うことは大したことない」という思いや「みんなができているから頑張らなきゃ」

と一人で抱え込むこともある現実です。

　先日、子育てや教育に関心があり、議会の傍聴に伺いました。市民の声が届けられ、話し合わ

れる様子を見ることができました。人の想いや声は大切で諦めることなく、ないことにせず分かち

合われることが人を大切にし、幸せや豊かさを感じる生きやすいまちづくりにつながると思いました。

人の持つ可能性を信じて、自分事とし参画していく大切さをあらためて感じています。
河口 緩美さん
地区／あやめが丘

P02　第４回定例会（12月）の概要

P04　議決結果

P05　特集 議会改革

P06　常任委員会委員長報告

P07　予算特別委員会レポート

P08　代表質問 ５議員

P13　一般質問 ８議員

P17　政務活動報告

P19　意見書／議会活動

P20　市民からひとこと／編集後記

シリーズ「南アルプスユネスコエコパーク」　＃5  身近に感じる大自然～馬とともに～ 【撮影：土舘 綾さん】
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